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運 動 会 が ん ば る ぞ。 オ ー！
10 月 5 日、朝方の雨の影響で秋津小学校の体育館で秋津
保育園の運動会が行われました。飯山市では、幼児教育・
保育の無償化が 10 月１日からスタートし、これに伴い、
飯山市独自施策の３歳以上児の副食費の「無償化」もスター
トしました。全ての３歳以上児の副食費を無償化する取り
組みは県内 19 市の中では、唯一の試みです。（関連２㌻）
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お知らせ Pickup ⤴

若者定住・転出抑制プロジェクト第２弾

新たに若者住宅３棟を秋津地区と常盤地区に整備

申請書の受付
　来年４月から新規に保育園への入園を希
望されるお子さんの申し込み受付を開始し
ます。新規の申し込みのほか、年度途中か
らの入園を希望される方や、現在の保育園
から他園に移りたい方なども、受付期間中
にお申し込みください。申込み数が定員を
超える場合は、希望に添えない場合があり
ますので、予めご了承ください。
■申請書類配布開始

10 月16日（水）
■受付期間

10 月21日（月）から11月５日（火）まで
■書類配布及び受付場所
　市内保育園
　飯山市役所子ども育成課

認定について
　保育園は、保護者が仕事や病気などの
理由により、家庭内で保育することができ
ない場合に、保護者に代わって保育を行う
施設です。入園にあたっては、保護者およ
び児童が飯山市に住民票を有していて、児
童が満１歳（めぐみ保育園は６か月）に到
達しており、保護者が「保育を必要とする
事由」に該当し、保育の必要性の認定を受
ける必要があります。

「保育を必要とする事由」
　①就労・就学
　②妊娠・出産・育児
　③病気・障害・親族の介護

【 市内の保育園一覧 】

【 市内の幼稚園 】
幼稚園への入園希望は、直接幼稚園へお問
い合わせください。
飯山中央幼稚園　☎ 62 -2679

保育園名 定員 土曜 休日 連絡先
し ろ や ま 60 ○ ○ 62-5595
あ き は 70 △ - 62-2461
木 島 100 ○ - 62-5888
秋 津 70 △ - 62-0476
いずみだい 70 △ - 62-5889
常 盤 80 △ - 62-5804
瑞 穂 60 △ - 65-2515
と が り 100 ○ ▲ 65-4250
めぐみ（私） 150 ○ - 62-2129

　④求職活動　など
児童の年齢や保育の必要性に応じて、認定
の区分があり、認定区分によって利用できる
時間（保育の必要量）が変わります。

第 3 子以降保育料無料
飯山市では、安心して子どもを産み育てる
環境づくりを推進するため、第３子以降保
育料無料化事業を実施しています。

■利用可能時間
　7：30～19：00（めぐみ保育園7：00～19：30）
■「○」一日実施、　「△」13:00まで実施、「▲」要相談、
　「-」未実施
※しらかば保育園は休園中です。
※あきは保育園は令和３年４月にしろやま保育園と統
　合が予定されています。

10月 1日から幼児教育・保育の無償化がスタート

飯山市独自施策３歳以上児の副食費も「無償化」

保育園入園のご案内

仕 事 と 子 育 て の ま る ご と 応 援若 者 が 住 み た く な る ま ち づ く り

飯山市議会９月定例会が行われ、10 月か
らの保育料の無償化に伴い、飯山市独自
の取り組みとして、給食の副食費の無償
化（３歳以上児）に関して議会で可決さ
れました。これに伴い、飯山市では 10 月
1 日から副食費を含む保育料の無償化がス
タートしています。全ての３歳以上児の
副食費を無償化する取り組みは県内 19 市
の中では、唯一の試みです。

  子ども育成課 子育て支援係　☎ 62-3111 内線 363  移住定住推進課 住宅係　☎ 内線 251

12 月からの入居者を募集します
　市では若い世帯向けの「若者住宅」3 戸を秋津地区秋津中央区および常盤地区下水沢区に現在建設中です。この住
宅は「若い夫婦が快適に過ごせる住まいづくり」をコンセプトにデザインや間取りがすべて異なる一戸建て住宅です。

■住宅名称・戸数
　秋津中央若者住宅 ･･･ １戸
　長峰公園若者住宅 ･･･ ２戸（A 号・B 号）
■構造・間取り
　秋津中央若者住宅 ･･･ 木造 2 階建て 2LDK（ロフト付）　
     2 台分車庫付き
　長峰公園若者住宅 A 号 ･･･ 木造 2 階建て 3LDK
   　　  2 台分車庫付き
　長峰公園若者住宅 B 号 ･･･ 木造 2 階建て 3LDK
   　　  2 台分車庫付き
■家賃　　　　  50,000 円 / 月
■入居保証金　100,000 円　
■入居資格（詳しくはお問い合わせください）
　・夫婦（もしくは婚姻予定で 3 カ月以内に同居する方）とそ
　　の親族
　・世帯全員が 40 歳以下 
　・世帯総所得額が 800 万円以下
　・将来に渡り飯山市に住む方
　・税金等に滞納のない方
　・市が定める要件を満たす連帯保証人を設定できる方
■入居可能日　令和元年 12 月２日（月）（予定）
■入居期間　　５年
■申込方法　　申込書および添付書類の提出
■申込受付　
　令和元年 10 月 21 日（月）から 11 月 8 日（金）まで

（土日祝祭日を除く）
　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
　提出先： 移住定住推進課 住宅係（郵送不可）

下水沢

常盤戸隠

常盤小学校
入口

常盤小学校
常盤地区
活性化
センター

常盤
保育園

信濃平駅

秋津小学校

五位野

千
　曲
　川

飯
山
線

秋津中央若者住宅 長峰公園若者住宅 A 号 長峰公園若者住宅 B 号

■入居者の選考方法
　申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします

《抽選》
日にち：令和元年 11 月 19 日㈫
時　間：午前 10 時 00 分～
場　所：飯山市役所４階　第１委員会室にて

秋津中央
　若者住宅

長峰公園
　若者住宅
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【歳　入】
■市税
市民税、固定資産税、軽自動市税、た
ばこ税など
■諸収入
他の収入科目に含まれない収入をまと
めたもの。延滞金、預金利子、宝くじ
収益金など
■分担金・負担金
分担金は、市の事業により特に利益を
受ける者から、その受益の限度において
徴収されるもの。負担金は、地方公共
団体が、他の市や住民に課するもので
健康診断受診者負担金が代表的なもの
■地方交付税
どの市町村でも一定の行政サービスを
行えるように、国から交付されるお金
■市債
市が建設事業などの財源とするための
長期の借入金で、償還が一会計年度を
超えるもの
■国庫支出金
市が行う事業に対し、必要性に応じて
国から交付されるお金
■地方譲与税
国税として徴収した税の一部または全部
を一定の基準に従って譲与されるお金
■各種交付金
地方消費税、自動車取得税などを財源
とした交付金

【歳　出】
■義務的経費
支出が義務付けられている経費。人件
費・扶助費・公債費などのお金
■投資的経費
道路や学校の建設など、社会資本整備
に要するお金
■扶助費
高齢者や児童、障がい者などへの支援
に要するお金
■公債費
市の借入金の返済にかかるお金
■物件費
市の事業に必要な消耗品や備品、委託
料などに要するお金
■繰出金
特別会計の事務事業を補助するため、
一般会計から特別会計に支出するお金

決　算　報　告
平成 30 年度 普通会計・特別会計 決算報告

普通会計歳入

市税は固定資産税の減などにより前年度比 1.1％減の 25
億 6,112 万円、地方交付税は 2.1％増の 50 億 1,429 万
円（普通交付税が前年度比 2.9％増、特別交付税は 2.3％
減）となりました。市債は前年度比1.3％減の12 億 2,190
万円となりました。国庫支出金については社会資本整備
総合交付金等の増により1.9％増の 9 億 5,604 万円とな
りました。また、寄附金についてはふるさと寄附金の減
により前年度比40.0％減の9億5,475万円となりました。

義務的経費の内、扶助費は臨時福祉給付金の終了によ
り前年度比 7.5％減の12 億 7,313 万円、公債費は、新
幹線飯山駅周辺整備事業等で借入を行った過疎債等の
償還により前年度比 3.7％増の11 億 3,182 万円となりま
した。投資的経費は普通建設事業費が前年度比 3.8％
減の14 億 9,376 万円、前年度発生した大雨災害などの
復旧事業費が前年度比 110.4％増の1 億 4,241 万円と
なりました。その他は除排雪経費などの維持補修費等で
前年度比 2.3％増の 8 億 433 万円、信州いいやま観光
局への支援の寄附による観光局補助金の増など補助費
等で前年度比 2.7％増の16 億 7,337 万円となりました。
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・寄付金など
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地方交付税（33.3％）

市債（8.1％）

国庫支出金（6.4％）

地方譲与税・各種交付金（4.3％）
県支出金（4.3％）

平成 30 年度の普通会計の決算額は、歳入（収入）150億6,609万円、歳出（支出）143億772万円となりました。
（１万円未満四捨五入により端数処理）

25 億 6,112 万円 1.1％㆘

  6 億 8,545 万円 18.3％㆘

33 億1,830 万円 15.7％㆘

50 億1,429 万円 2.1％⇧

12 億 2,190 万円 1.3％㆘
  9 億 5,604 万円 1.9％⇧
  6 億 4,655 万円 12.3％⇧
  6 億 6,244 万円 1.6％⇧

150 億 6,609 万円

普通会計歳出

143 億 772 万円
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人件費（12.6％）

扶助費（8.9％）

公債費（7.9％）

普通建設事業費
（10.4％）

物件費（17.4％）

補助費等（11.7％）

維持補修費など（9.4％）

積立金（7.8％）

繰出金（12.9％）

24 億 9,221万円 14.0％㆘

18 億 580 万円
【 うち職員給（7.9％）　　　　    11億 3,605 万円　　　   2.8％㆘ 】

0.8％㆖

14 億 9,376 万円 3.8％㆘

12 億 7,313 万円 7.5％㆘

1億 4,241万円 110.4％㆖

16 億 7,337 万円 2.7％㆖

11億 3,182 万円 3.7％㆖

18 億 4,331万円 1.1％㆖

11億 964 万円 5.8％㆘

13 億 4,227 万円 5.7％㆘

災害復旧事業費（1.0％）

■市税の内訳
税　目 決算額 構成比 増減率

固 定 資 産 税 13 億 1,093 万円 51.2％ 3.0％㆘
市 　 民 　 税 9 億 3,200 万円 36.4％ 1.8％㆖
市 た ば こ 税 1 億 5,189 万円 5.9％ 2.5％㆘

歳出合計は前年度比 5 億 2,188 万円の減額
【主な要因】
ふるさと寄附金返礼品の減、臨時福祉給付金の終了による減など

歳入合計は前年度比 6 億 1,394 万円の減額
【主な要因】
ふるさと寄附金（約 6 億 5 千万円）減など

税　目 決算額 構成比 増減率
軽 自 動 車 税 8,995 万円 3.5％ 1.8％㆖
都 市 計 画 税 6,696 万円 2.6％ 2.9％㆘
入 　 湯 　 税 939 万円 0.4％ 0.8％㆘

特別会計名 　　歳　入 　　歳　出 　差引残額
公共下水道事業 10 億 45 万円 9 億 6,126 万円 3,920 万円

国民健康保険 23 億 1,293 万円 23 億 936 万円 357 万円

特定環境保全公共下水道事業 4 億 3,302 万円 3 億 9,008 万円 4,295 万円

簡易水道 2,220 万円 1,880 万円 340 万円

農業集落排水事業 3 億 328 万円 2 億 8,425 万円 1,903 万円

介護保険 28 億 666 万円 27 億 2,350 万円 8,316 万円

後期高齢者医療 2 億 5,540 万円 2 億 5,415 万円 125 万円

駐車場事業 5,538 万円 5,500 万円 38 万円

特別会計
普通会計以外の特別会計についても全会計において黒字決算を計上
※いずれも普通会計に算入していないもの（上水道事業特別会計は８ページ）

（前年比） （前年比）

市債

基金

市債は、大きな事業をするために
借り入れるお金のことで、多世代
で利用する社会資本を公平に負担
する役割も担っています。
30 年度は駅西地区整備事業で 1
億 1,820 万円など過疎債の借入等
により合計で 12 億 2,190 万円を
借入ました。一方、11 億 3,182 万
円を償還しました。 0.000

500000.048

1000000.096

30 年度はふるさと寄附金寄附者
様の意向に合わせた事業への充当
として 3 億 5,950 万円、財源調整
のために 2 億 2,430 万円など合計
9 億 9,401 万円を活用し、積立で
は愛する飯山ふるさと基金に 6 億
4,495 万円、財政調整基金に 2 億
2,075 万円など合計で 11 億 964
万円の積立てを行い、残高が 1 億
1,562 万円増加しました。0.0000

166666.6719

333333.3438

500000.0157

用語解説
市債残高は125 億 6,552 万円　前年度比1億 2,805 万円の増加

基金残高は 45 億 2,718 万円　ふるさと寄附金などを積立て

124 億 125 億
     6,552 万円

85 億
92 億

118 億 122 億

H25    H26     H27     H28     H29   H30（年度）

H25     H26    H27     H28    H29     H30（年度）

44 億 45 億
      2,718 万円41億

28 億

38 億
42 億

※過疎債は、借入額の約 70％が地方交付税で措置されます。

新幹線駅周辺整備事業等
のための基金取り崩し
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衛　 生 　費　8 億 2,347 万円【3.4％㆖】

教　 育　 費　9 億 6,534 万円【4.7％㆘】

農林水産業費　6 億 2,004 万円【0.6％㆖】

総　 務　 費　33 億 8,543 万円【11.1％㆘】

消防・災害復旧費 6 億 3,469 万円【12.4％㆖】

土　 木　 費　25 億 3,050 万円【8.0％㆖】

民　 生 　費　31 億 2,514 万円【10.2％㆘】

○除雪対策費・除雪機械整備（7 億 3,757 万円）
○駅周辺整備関連事業（2 億 503 万円）
○移住定住推進事業（1 億 9,309 万円）
○道路新設・改良・維持事業（1 億 3,921 万円）
○飯山城址整備事業（1 億 2,579 万円）

商　 工　 費　9 億 5,246 万円【2.8％㆘】
○観光局運営事業（6,567 万円）
○飯山駅観光案内所利用客等駐車場整備事業（3,875 万円）
○広域観光推進事業（2,748 万円）
○桜広場交流施設拡張整備事業（2,248 万円）
○企業支援ネットワーク推進事業（1,356 万円）
○地域おこし企業人交流事業（561 万円）

○岳北広域分担金（衛生関係）（3 億 2,981 万円）
○地域中核医療機関支援事業（1 億 3,822 万円）
○検査・予防接種関係事業（9,844 万円）
○リサイクル推進事業（2,446 万円）
○医師招聘推進事業（1,746 万円）
○子どもインフルエンザワクチン予防接種助成・子育て世代包括支援センター事業

（464 万円）

○介護・訓練等給付事業（4 億 3,938 万円）
○後期高齢者医療市町村負担事業（2 億 8,504 万円）
○児童手当給付事業（2 億 7,005 万円）
○保育所運営事業（2 億 973 万円）
○医療給付事業（1 億 1,455 万円）
○仮称「飯山市子ども館」整備事業（1 億 729 万円）

○小中学校ＩＣＴ教育推進事業（4,059 万円）
○小学校施設リニューアル整備事業（3,459 万円）
○第 70 回全国高等学校総合スキー体育大会開催補助事業

（3,329 万円）
○英語教育推進事業（2,303 万円）
○中学校スクールバス運行事業（1,939 万円）
○小中学校エアコン整備事業（842 万円）

○ふるさと寄附金推進事業（11 億 6,353 万円）
○特別養護老人ホーム等建設用地整備事業（1 億 968 万円）
○公共交通運行事業（8,574 万円）
○区長行政事務委託事業（2,268 万円）
○市長及び市議会議員選挙執行事業（1,654 万円）
○地域おこし協力隊事業（1,246 万円）
○コミュニティ助成・地域活動助成事業（950 万円）

○非常備消防運営事業（6,612 万円）
○消防防災施設整備事業（1,778 万円）
○新防災行政無線システム整備事業（392 万円）
○過年度災害復旧事業（農業関係）（7,991 万円）
○過年度災害復旧事業（道路関係）（5,275 万円）

○中山間地域等直接支払い事業（8,058 万円）
○農村多面的機能支払交付金事業（7,083 万円）
○菜の花の里づくり事業（921 万円）
○新規就農総合支援事業（915 万円）
○協働のむらづくり事業（570 万円）

健全化判断比率・資金不足比率

指　　標 Ｈ 29 年度 Ｈ 30 年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ― ― 13.81％ 20.00％
連結実質赤字比率 ― ― 18.81％ 30.00％
実質公債費比率 11.2％ 11.7％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 30.2％ 19.0％ 350.0％

【健全化判断比率】

【資金不足比率】
　公営企業会計の決算において、資金不足がないため「－」で表示していま
す。「資金不足比率」は各公営企業の資金不足額が、事業規模に対してどの
程度あるかを示す数値で、基準値を超えると「経営健全化計画」を定める必
要があります。
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実質赤字比率、連結実質赤字比率
　実質赤字額がないため（黒字のため）「－」で表示しています。
実質公債費比率、将来負担比率
　実質公債費比率については、新幹線飯山駅周辺整備等で借入を行った地方
債の元金償還が本格化していることから前年度より 0.5％上昇しましたが、
将来負担比率については、下水道事業の起債償還が進んでいることや基金残
高の増加などにより 11.2％減少しております。今後も行財政改革などに取
り組み、健全な財政運営を行ってまいります。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
公共下水道事業 ー

20％
特定環境保全公共下水道事業 ー
農業集落排水事業 ー
水道事業 ー
簡易水道 ー

﹁
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
﹂
に
基
づ
き
﹆
飯
山
市
の
健
全

化
判
断
比
率
︵
実
質
赤
字
比
率
﹆
連
結
実

質
赤
字
比
率
﹆
実
質
公
債
費
比
率
﹆
将
来

負
担
比
率
の
４
指
標
の
総
称
︶
と
﹆
公
営

企
業
の
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

用
語
解
説

■
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
額
の
標
準
財
政
規
模
（
標
準
税
収

入
額
等
に
普
通
交
付
税
等
を
加
算
し
た

額
）
に
対
す
る
比
率
で
す
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率

地
方
公
共
団
体
の
収
入
に
対
す
る
借

金
返
済
額
の
比
率
を
示
す
も
の
で
、
普

通
会
計
の
公
債
費
に
下
水
道
特
別
会

計
や
水
道
事
業
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金

（
公
債
費
相
当
）
と
岳
北
広
域
等
へ
の

分
担
金
（
公
債
費
相
当
）
を
加
算
し
、

財
政
負
担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
も
の

で
す
。
18
％
を
超
え
る
と
地
方
債
発
行

に
つ
い
て
国
や
県
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

■
将
来
負
担
比
率

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
な
ど
の
借

入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払
っ
て
い

く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
残
高
を

現
時
点
で
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧

迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
比
率

で
す
。
３
５
０
％
を
超
え
る
と
健
全
化

計
画
を
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳出合計
143 億 772 万円
H29 年度比 3.5% ㆘

土木費
17.7％

民生費
21.8％

議会費・労働費 1.0％

公債費
7.9％

総務費
23.7％

教育費
6.7％

衛生費 
5.8％

商工費
6.7％

農林水産業費 4.3％
消防・災害復旧費 4.4％

※グラフ内の％は
構成比です。

主な使い道

平成 30 年度 普通会計・特別会計 決算報告

30 年度の「実質公債費比率 11.7％」「将来負担比率は19.0%」いずれも国の定める基準を下回っており良好な
状態　すべての公営企業会計で資金不足はなく健全な状態

特徴的な事業、生活に身近な事業（１万円未満四捨五入）
【　　】内昨年比

H25     H26       H27      H28       H29      H30（年度）

H25      H26      H27      H28      H29      H30（年度）

13.1% 11.9% 11.1% 10.7% 11.2% 11.7%

↑25.0％（第１段階　早期健全化団体）

↑35.0％（第２段階　財政再生団体）

↓健全な財政運営

▲小中学校 ICT 教育推進事業（4,059 万円）

▼実質公債費比率の推移

0.00

18.75

37.50

56.25

75.00

93.75

112.50

131.25

150.00
↑350％（第１段階　早期健全化団体）
↓健全な財政運営

58.5%

81.0%

55.9%
43.6%

30.2%
19.0%

▼将来負担比率の推移
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年 度 末 の 給 水 戸 数 8,142 戸 8 戸

内

訳

家 庭 7,444 戸 10 戸

事業所・工場 581 戸 △ 2 戸

官公署・団体他 117 戸 0 戸

年 度 末 の 給 水 人 口 2 万 217 人 △ 404 人

年 間 の 総 配 水 量 270 万 9,072㎥ △ 4 万 8,267㎥

1 カ月の平均配水量 22 万 5,756㎥ △ 3,402㎥

年 間 の 有 収 水 量 211 万 4,270㎥ 1万 7,209㎥

1 カ月の平均有収水量 17 万 6,189㎥ 1,434㎥
有 収 率 78.0％ 1.7 ポイント

有収水量：水道料金請求の対象となった水量

平成 30 年度 上水道事業 決算報告

―安心・安全でおいしい水の安定的な供給を― 

H26            H27           H28            H29           H30（年度） H26            H27           H28            H29           H30（年度）

企業債（借入金）元金残高

流動資産額（現金預金等） 建設改良費支出額

純利益 平成 30 年度 給水状況

給水収益（水道料金）

借入金は、水源開発や施設・設備の新設、更新を行うため
の財源として借入れたお金です。平成 29 年度決算数値の
増減が大きいのは、斑尾高原を除く統合簡易水道等事業と
の経営統合によるものです。

現金預金等は、将来の施設・設備の更新等に使うために蓄
えているお金です。

収益の総額から費用の総額を差し引いた当期の利益です。

建設改良費は、施設・設備の新設、更新を行った費用です。
老朽化が進んでいる施設等の計画的な更新を行っています。
新幹線関連事業の完了により平成 27 年度から減少してい
ます。

水道料金は、加入されている皆さんにお支払いいただいて
いるお金です。将来的には人口減少等の要因により年々減
少するものと思われます。

上 水 道 事 業 の 経 営 状 況（ 決 算 ）
水道事業は、地方公営企業として常に経済性を発揮しながら、平成 30 年度に策定した経営戦略に基づき、計画的に
事業を実施しております。引き続き老朽管更新工事や、漏水箇所の特定と修理等を着実に行い有収率の向上を図り、
経営の改善に努めます。今後も「安心・安全でおいしい水の安定的な供給」をいたしますので、市営水道へのご理解
とご協力をお願いします。（表示金額：税抜）

19 億
3.9 億 3.9 億 3.9 億14 億 13 億 12 億

4.5 億17 億
     1,800 万円

4 億
     5,800 万円

H26            H27           H28            H29           H30（年度）

H26            H27           H28            H29           H30（年度）

9.0 億

0.9 億

4.9 億

1.3 億

4.9 億

1.1億

6.4 億

1.2 億

（ 前 年 比 ）

9 億
     9,600 万円

1億 100 万円

H26            H27           H28            H29           H30（年度）

0.5 億

4.2 億

0.7 億 0.3 億 4,800 万円

（上）信州大学 YOSAKOI 祭りサークル「和っしょい」
の皆さん（下）園芸教室に参加した女の子と苔玉

　

信
越
自
然
郷
第
７
回
北
信

州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
９
月
22

日
に
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
フ
の

部
、
10
㍃
の
部
、
３
㍃
の
部

合
わ
せ
て
昨
年
よ
り
63
人
多

い
２
３
９
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
過
去

最
高
で
参
加
す
る
ラ
ン
ナ
ー
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
参
加
者
か
ら
は
、
北

信
州
の
す
ば
ら
し
い
景
色
や
、

沿
道
か
ら
の
温
か
い
声
援
に
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
か
ら
ハ
ー
フ
の
部
に

参
加
し
た
渡
辺
さ
ん
は
、「
北

竜
湖
に
行
く
ま
で
の
林
道
と
そ

こ
か
ら
の
下
り
は
景
色
が
よ
く

気
持
ち
よ
か
っ
た
。
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ン
ゴ
と
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
お
い
し
か
っ

た
。
ふ
る
ま
い
の
地
酒
も
お
い

し
い
。」
と
こ
の
大
会
を
満
喫
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

10
㍃
の
部
に
参
加
し
た
オ
ラ

ン
ダ
の
バ
ス・ピ
ッ
パ
ー
さ
ん
は
、

「
北
竜
湖
や
畑
の
風
景
が
き
れ

い
で
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

食
べ
物
も
お
い
し
か
っ
た
。」
と

好
評
で
す
。
ピ
ッ
パ
ー
さ
ん
は
、

飯
山
に
来
た
の
は
３
回
目
で
昨

年
来
た
時
に
こ
の
大
会
を
知
っ

て
旅
行
会
社
を
通
じ
て
申
し
込

み
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

今
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
沿
道

で
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

過去最高の 2,395 人が出場
第７回 北信州ハーフマラソン・

信越自然郷うまいもの市を開催

（上）稲刈り前の田んぼを眺めながら瑞穂地区戸那子付近を
駆け抜けるランナー（中）エイドステーション（給水所）で
リンゴをランナーにすすめるボランティアの皆さん（下）ゴー
ル付近にある信越自然郷うまいもの市のにぎわい

第
19
回 

い
い
や
ま
花
フ
ェ
ス
タ﹁
寺
町
花
街
道
﹂

会
場
を
彩
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

10
月
５
日
、
６
日
、
愛
宕
町

雁
木
通
り
で
い
い
や
ま
花
フ
ェ

ス
タ
「
寺
町
花
街
道
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
と
も
朝
方
小
雨
と
な
り

ま
し
た
が
、
大
勢
の
お
客
さ
ま

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で

19
回
を
数
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

小
・
中
・
高
校
生
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
花
の
寄
せ
植
え
や
ハ

ン
ギ
ン
グ
作
品
な
ど
が
多
く
展

示
さ
れ
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
、
恒
例
と

な
っ
た
伝
統
工
芸
体
験
や
善
光

寺
大
本
願
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽

や
苔
（
こ
け
）
玉
や
寄
せ
植
え

講
習
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

中
野
市
か
ら
園
芸
教
室
の

苔
玉
に
参
加
し
た
小
学
校
２
年

の
女
の
子
は
、「
お
花
は
好
き
。

作
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
い
や
ま
史
跡
振
興

連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
第

28
回
寺
巡
り
寺
宝
展
が
同
時

開
催
さ
れ
、
普
段
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
お
寺
に
あ
る
水
墨

画
、
書
、
如
来
像
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
の
お
寺
で
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
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飯
山
仏
壇
通
り
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
認
定
式
を
開
催

左から上海組合長、深川さん、足立市長

　

飯
山
仏
壇
事
業
協
同
組
合

が
飯
山
仏
壇
の
産
業
振
興
の

た
め
、
乃
木
坂
46
の
１
期
生
と

し
て
活
躍
し
た
深
川
麻
衣
（
ふ

か
が
わ
ま
い
）
さ
ん
を
９
月
25

日
に
飯
山
仏
壇
通
り
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
（
大
使
）
に
任
命
し
ま
し

た
。
深
川
麻
衣
さ
ん
は
、
現
在
、

映
画
、
ド
ラ
マ
な
ど
多
く
の
作

品
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
N 

H 

K
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
ん

ぷ
く
」
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

認
証
式
で
、
飯
山
仏
壇
事
業
協

同
組
合
の
上
海
一
徳
組
合
長
は
、

「
仏
壇
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
亡
く
な
っ
た
方
と
語
り
合

う
、
数
々
の
思
い
出
に
浸
る
場

と
し
て
、
飯
山
仏
壇
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

『
思
い
出
の
門
』
と
い
う
新
し
い

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
今
後
情
報

発
信
を
し
た
い
。」
と
期
待
を
込

め
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
、「
深
川
さ
ん

に
新
た
な
仏
壇
の
価
値
を
見
出

し
て
い
た
だ
き
、
若
い
感
性
で

情
報
発
信
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

（上）冗談を交え喜びを語る小林さん
（下）市長に喜びを伝える達家さん

　
９
月
24
日
に
、
岳
北
地
域
の

高
校
の
将
来
像
を
考
え
る
地
域

協
議
会
は
、
第
６
回
目
の
会
議

を
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
野
県
教
育
委 

員
会
策
定
の
「
高
校
改
革
～

夢
に
挑
戦
す
る
学
び
～
実
施

方
針
」
を
受
け
て
岳
北
地
域
の

高
校
（
飯
山
高
校・
下
高
井
農

林
高
校
）
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
る
も
の
で
、

委
員
は
、
関
係
す
る
市
村
の
首

長
、
教
育
長
、
学
校
関
係
者
な

ど
25
名
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

岳
北
地
域
の
高
校
の
将
来
像
を
考
え
る
地
域
協
議
会
を
開
催

協議会の副会長を務める日臺木島平村長（左）とともに委
員の話に耳を傾ける協議会の会長を務める足立市長（右）

　
こ
れ
ま
で
、
両
校
の
視
察
を

実
施
し
、
協
議
を
重
ね
、
今
回

の
会
議
で
は
、
将
来
の
生
徒
数

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き

キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
態
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
ほ
か
、
両
校
に

望
ま
れ
る
学
び
の
姿
に
つ
い
て
、

各
委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
設

け
た
う
え
で
、
協
議
会
の
最
終

的
な
提
言
を
県
教
育
委
員
会
報

告
す
る
予
定
で
す
。

長
寿
を
お
祝
い
し
て

市
内
高
齢
者
の
方
を
市
長
が
祝
賀
訪
問

　
９
月
13
日
、
26
日
に
、
今
年

度
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方
３

名
の
お
宅
を
祝
賀
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
訪
問
は
毎
年
、
敬
老

の
日
の
記
念
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
祝
状
、
祝
品
の
贈
呈
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

和
服
に
下
駄
の
ス
タ
イ
ル
の

福
寿
町
の
小
林
み
ね
さ
ん
は
、

「
毎
日
、
煮
炊
き
を
し
て
食
事

を
し
、
掃
除
も
毎
日
し
て
い
る
。

ま
だ
、
介
護
保
険
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
。
趣
味
は
な
い
が
、
お

経
を
夜
と
朝
あ
げ
て
い
る
。
向

こ
う
か
ら
は
お
返
事
は
あ
り

ま
せ
ん
が
。」
と
冗
談
を
交
え
、

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

富
倉
地
区
濁
池
の
達
家
と
よ

し
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
が
５
人
、

お
孫
さ
ん
が
10
人
、
ひ
孫
が
10

人
お
り
、
お
祝
い
を
何
回
も
し

て
も
ら
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
こ

ん
な
に
お
祝
い
を
し
て
も
ら
っ

て
な
ん
と
も
言
え
な
い
。」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い

ま
ま
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
を
聞
く
と
、
旦
那
さ
ん
が
兵

隊
に
行
っ
て
帰
っ
て
来
て
く
れ

た
時
と
当
時
の
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
飯
山
市
で
１
０
０
歳

に
な
ら
れ
る
方
は
9
名
で
、
飯

山
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方

は
、
男
性
１
人
、
女
性
15
人
の

合
計
16
人
で
す
。

飯
山
市
・長
野
保
健
医
療
大
学
連
携
記
念
講
演
会
を
開
催

岩谷学長からは、「健康に暮らし続けるためには、歩くこ
とが大切」と説明がありました

　

学
校
法
人
四
徳
学
園
長
野

保
健
医
療
大
学
の
岩
谷
力
（
い

わ
や
つ
と
む
）
学
長
ら
を
講
師

に
迎
え
、「
歩
行
寿
命
を
延
ば

そ
う
」
と
題
し
、
９
月
26
日
に

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
長
野
保
健

医
療
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る

協
定
の
締
結
（
昨
年
７
月
）
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
同
大
学
が
進
め
て
い
た
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
分
析
結

果
を
基
に
講
師
か
ら
は
、「
飯

山
市
で
は
75
歳
か
ら
80
歳
頃
に

足
腰
が
弱
く
な
っ
た
と
感
じ
る

方
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
ら
に
分
析
を
進
め
る
た
め
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調
査
の

継
続
に
よ
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

大
切
。」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
講
演
に
加
え
転
倒

予
防
を
目
的
と
し
た
体
操
の
実

演
も
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
続
け

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

農
福
連
携
事
業

フ
ジ
す
ま
い
る
フ
ァ
ー
ム
飯
山
木
島
作
業
所
が
竣
工

木島工業団地にある平屋建ての作業所とパイプハウ
ス。作業所には、トイレ、水場、空調を設備。

　
９
月
20
日
、
就
労
継
続
支
援

A
型
事
業
所
㈱
フ
ジ
す
ま
い
る

フ
ァ
ー
ム
飯
山
木
島
作
業
所
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

就
労
継
続
支
援
A
型
事
業

所
は
、
障
が
い
者
と
雇
用
契
約

を
結
び
、
原
則
最
低
賃
金
を
保

証
す
る
「
雇
用
型
」
の
事
業
所

で
す
。
同
事
業
所
は
、
平
成
28

年
９
月
１
日
に
旧
岡
山
小
学
校

に
開
所
し
て
い
ま
す
。
市
は
、

農
福
連
携
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
誘
致
を
進
め
、
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
と
し
て
、
北
信

地
域
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
、
設
立
後
も
農
福
連
携
事

業
と
し
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
、「
長
期
的
な

視
点
で
、
飯
山
に
思
い
を
も
っ

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
は
う
れ
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
運
営
し
て

も
ら
え
る
の
が
私
の
願
い
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

（上）「新幹線変形ロボ シンカリオン E7」と写真撮
影会があり、多くの親子でにぎわいました（下）彫
金体験で伝統工芸に触れている親子

い
い
や
ま
駅
ま
つ
り
～
鉄
フ
ェ
スw

ith 

信
越
自
然
郷
～

に
６
千
人
の
来
場
者

　
９
月
16
日
に
、
第
２
回
目
と

な
る
「
い
い
や
ま
駅
ま
つ
り 

～

鉄
フ
ェ
ス w

ith 
信
越
自
然
郷

～ 

」
を
J 

R
飯
山
駅
と
飯
山

市
の
共
催
で
開
催
し
、
約
６
千

人
が
会
場
を
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

ミ
ニ
新
幹
線
や
Ｊ
Ｒ
で
は
た

ら
く
車
な
ど
が
飯
山
駅
を
会
場

に
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
駅
員
さ

ん
と
一
緒
に
飯
山
駅
を
探
検
す

る
飯
山
駅
探
検
隊
な
ど
の
催
し

が
あ
り
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
も
行

わ
れ
た
ジ
オ
ラ
マ
＆
運
転
体
験

の
鉄
道
模
型
に
は
、
子
ど
も
を

中
心
と
し
た
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
精
巧
に
つ
く
ら
れ
た
ジ
オ

ラ
マ
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伝
統
文
化
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
彫
金
、
蒔
絵
、
彫

刻
の
体
験
に
多
く
の
方
が
集
ま

り
、
飯
山
仏
壇
の
伝
統
工
芸
に

触
れ
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う

長
野
市
の
高
橋
さ
ん
。
４
歳
の

お
子
さ
ん
が
体
験
し
た
い
と
彫

金
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

「
ト
ン
ト
ン
す
る
の
が
楽
し
い
。」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
文
化
交
流
館
な

ち
ゅ
ら
で
は
、
み
ゆ
き
野
青
年

会
議
所
が
主
催
す
る
み
ゆ
き

野
ス
イ
ー
ツ
ま
つ
り
や
た
ら
市

２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

〜
行
政
相
談
に
つ
い
て
〜

　

行
政
相
談
と
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者

で
あ
る
行
政
相
談
委
員
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
、
必
要
な
助
言
や
関

係
行
政
機
関
へ
の
通
知
等
に
よ
り

解
決
や
実
現
を
目
指
す
と
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

飯
山
市
の
相
談
委
員
に
は
、
堀

内
清
司
さ
ん
（
神
明
町
区
）
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
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資本金の額等が１億円を超える等の大法人の電子申告が義務化されます

【特定健診未受診の方などへおすすめ】

国民健康保険
人間ドック補助金をご活用ください

平成 30 年度税制改正により、令和２年４月１日以
後から大法人の法人税の申告は、インターネットを
利用して電子的に申告を行うシステム「ｅＬＴＡＸ」
による提出が義務付けられます。対象となる法人に
おかれましては、今からご準備いただきますようお
願いいたします。

■対象税目　
法人県民税、法人市民税、法人事業税

■対象となる法人（内国法人）
▽事業年度開始の時において資本金の額等が１億円
　を超える法人
▽相互会社、投資法人、特定目的会社

　飯山市国民健康保険に加入されている方の健康の
保持や病気の早期発見のため、人間ドック検査費用
の一部を補助しています。ご自身の健康状態を確か
め病気の予防や早期発見、治療にお役立てください。

【対象者】
次の①～⑤全てに該当する方です。
① 受診時に飯山市国民健康保険に加入している方
② 国民健康保険税に滞納がない世帯の方
③ 年齢が 35 歳以上 75 歳未満である方
④ 年度内に市が実施する特定健診（集団健診）を

受診していない方
⑤ 健診結果を提供していただける方（右記の「助

成券利用」の場合、健診結果は医療機関から市
へ直接提供されます。）

【補助金額】
日帰りドック  20,000 円
一泊二日ドック 25,000 円

※ 年 度 内 に 35・40・45・50・55・60・65・70 歳
の誕生日を迎えられる方は 30,000 円（日帰り、
一泊二日）

ｅＬＴＡＸヘルプデスク（受付時間：平日午前９時～午後５時）　☎ 0570-081459

市民環境課 国保年金係　☎ 内線 154

ｅＬＴＡＸ 検 索

■適用開始事業年度
令和２年４月１日以後に開始する事業年度分から適用

■対象書類
申告書並びに地方税法及び政省令の規定により申告書
に添付すべきものとされている全ての書類。

■その他
　対象となる大法人の申告書が書面により提出された
場合は、その申告書は無効として取り扱います。ただ
し、電気通信回線の故障、災害その他の理由によりｅ
ＬＴＡＸを使用することが困難であると認められる場
合は、国税における措置等を参考に検討します。

【申請方法と持ち物】
手順１．指定医療機関へ人間ドックの予約をする。

※指定医療機関：飯山赤十字病院、みゆき会クリニッ
ク、北信総合病院、長野市民病院、新生病院、長野
中央病院

手順２．国保年金係（１階２- ３窓口）で「人間ドッ
ク受診助成券」の交付申請をする。（持ち物：
印鑑、保険証）

手順３．人間ドック受診日に医療機関へ助成券を提出
し受診する。（窓口での支払いは補助金額を
引いた差額になります。）

※人間ドック受診後に補助金申請をすることもできま
す。また指定医療機関以外で人間ドックを受診され
る場合も受診後に申請してください。領収書、健診
結果、印鑑、保険証、振込口座のわかるものをお持
ちください。

事
業
戦
略
室 

秘
書
係

☎ 

内
線
３
３
７

豚
コ
レ
ラ
ま
ん
延
防
止
対
策

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

長
野
県
内
に
お
い
て
、
野
生
イ

ノ
シ
シ
の
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
豚
コ
レ

ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
フ

ン
な
ど
に
混
ざ
り
、
土
な
ど
で
運

ば
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

山
林
に
入
っ
た
後
は
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
、
下
山
前
に
靴
底
や
衣

類
に
付
着
し
た
土
を
よ
く
落
と
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
豚
コ
レ
ラ

は
豚
・
イ
ノ
シ
シ
の
病
気
で
あ
り
、

人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

農
林
課 

農
業
振
興
係

☎ 
内
線 

２
６
2

　

相
談
は
、
毎
月
20
日
（
㈯
㈰

㈷
の
場
合
は
そ
の
翌
平
日
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
に
飯
山
市
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
総
合

相
談
の
ほ
か
、
堀
内
委
員
さ
ん
の

ご
自
宅
や
お
電
話
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
62
２
８
４
０

堀
内
委
員
さ
ん
宅☎

62
３
８
３
１

令
和
元
年
分

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会

で
は
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
等

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
説

明
を
行
い
ま
す
。
ご
出
席
の
際
に

は
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
等
の
説
明
会
も
併
せ
て
開
催
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
日
時11

月
21
日
㈭

①
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

②
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

30
分
ま
で

■
場
所

飯
山
市
公
民
館
２
階
講
堂

信
濃
中
野
税
務
署

☎ 

０
２
６
９ -

２
２ -

３
１
５
１

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お

選
び
く
だ
さ
い

■
会
場

大
宮
、
池
袋
、
銀
座
、
川
崎
、

横
浜
エ
リ
ア
の
、
主
要
駅
近
く

の
会
場
。
希
望
日
時
と
開
催
エ

リ
ア
、
相
談
内
容
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
（
日
時
等
の
調
整
を

お
願
い
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
）。
一
週
間
前
ま
で
の
お
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

12
月
７
日
㈯
、
令
和
２
年
1

月
11
日
㈯
、
2
月
11
日
㈫
・

（祝）
、
3
月
14
日
㈯

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

※
飯
山
市
役
所
で
も
平
日
限
定
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

移
住
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
移
住
相
談
会
の
詳
細
・
お

申
込
み
は
移
住
定
住
推
進
課
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、「
い
い

や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
首

都
圏
で
移
住
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
１
回
１

時
間
。
各
時
間
１
組
限
定
で
す
。

個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

首
都
圏
・
出
張
移
住
相
談
会

平
日
仕
事
帰
り
も
対
応
可
能
！

■
開
催
日
時

平
日
の
午
後
２
時
か
ら
午
後
８

時
の
間
、
土
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
の
間

（
１
時
間
１
組
限
定
）

移
住
定
住
推
進
課 
移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

QR コードで
ホームページ
をチェック！

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は

ま
ず
税
務
署
に
電
話
を

　

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
ま

ず
は
税
務
署
に
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
か
け
い
た

だ
い
た
電
話
は
自
動
音
声
で
ご
案

内
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て

「
①
」「
②
」「
③
」
の
番
号
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

①
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

②
個
別
相
談
の
予
約
、
税
務
署
か

ら
の
照
会
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ

③
消
費
税
の
軽
減
税
率
に
関
す

る
ご
相
談

○
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

各
種
ご
相
談
窓
口

　

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
消
費
増
税
お
よ
び
軽
減
税
率

制
度
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
以
外

に
も
ご
相
談
内
容
に
応
じ
た
お
問

い
合
わ
せ
窓
口
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

ご
相
談

消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０-

２
０
５-

５
５
３

▼
レ
ジ
補
助
金
に
関
す
る

ご
相
談

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事

信
濃
中
野
税
務
署

☎ 

０
２
６
９ -

２
２ -

３
１
５
１

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

務
局
☎
０
１
２
０-

３
９
８-

１
１
１

▼
転
嫁
・
広
告
・
宣
伝
・
価
格

表
示
・
便
乗
値
上
げ
に
関

す
る
ご
相
談

消
費
税
価
格
転
嫁
等

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎　

０
１
２
０-

２
０
０-

０
４
０
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I n f o r m a t i o nお知らせ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは事業戦略室情報政策係（内線 387）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

インフルエンザ予防接種についてお知らせします
保健福祉課 健康増進係 　☎ 内線 181

子どものインフルエンザ予防接種費用を補助
　今年度も、子育て世帯の負担軽減と子どもの健康増進の
ため、子どものインフルエンザ予防接種費用の一部を補助
します。
■対象者　　飯山市に住所があり、接種日現在で1 歳以上中

学 3 年生までの子ども
■実施期間　令和元年 10 月1日～令和 2 年 3 月31日
■補助金額　1 人 1回につき上限 2,000 円（接種費用が 2,000

円に満たない場合はその実費）12歳以下は2回まで、
13 歳以上は1回まで補助します

■申込方法　下記の医療機関に直接お申込みください

高齢者のインフルエンザ予防接種実施
　今年度も、インフルエンザの予防接種が始まります。希
望される方は各医療機関へお申し込みのうえ接種をお願い
します。（これは義務接種ではありません）
■対象者　　飯山市に住所がある方で、①または②の方

　①接種日現在で 65 歳以上
　② 60 歳以上 65 歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器
　 　等に重い病気のある方（身体障害者手帳 1 級程度）

■実施期間　令和元年 10 月1日～令和 2 年 3 月 31日（医療
機関により異なる場合があります。飯山赤十字病
院は10 月21日から受付となります）

■接種費用　1,000 円（1 人 1回に限ります）
■申込方法　医療機関に直接お申込みください
■接種できる市内医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
飯山赤十字病院 62-4195 片塩医院 62-2136
小田切医院 62-2039 いいやま診療所 67-0100
服部医院 62-2816 戸狩診療所 65-3995
清水医院 62-2351 みゆき会クリニック 0120-801-030
畑山医院 67-2888
※飯山赤十字病院は完全予約制となります。いいやま診療所は
１年生以上となります。みゆき会クリニックは、３歳以上とな
ります。接種の際は必ず医療機関へ確認・予約をしてください。
接種の時は保護者が同伴し、必ず母子手帳をお持ちください。

■指定医療機関以外で予防接種を受ける方
　接種後、市への補助申請の手続きが必要になります。詳しく
　は保健福祉課健康増進係にお問い合せください。

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
飯山赤十字病院 62-4195 片塩医院 62-2136
小田切医院 62-2039 北信州診療所 65-1200
服部医院 62-2816 いいやま診療所 67-0100
清水医院 62-2351 戸狩診療所 65-3995
畑山医院 67-2888 みゆき会クリニック 0120-801-030

■市外・県外で予防接種を希望する方
飯山市に住民登録を有する方が病院や施設等に入院、入所
しているため、市外または県外での接種を希望する場合は保
健福祉課健康増進係にお問い合せください。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
採
用
試
験
の
ご
案
内

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
予
定
者
等
を
対
象

に
採
用
す
る
も
の
で
す
。

■
募
集
種
目

陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学
校

生
徒

■
資
格

中
学
校
卒
業
（
見
込
含
む
）

17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付

▼
推
薦

11
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

▼
一
般

11
月
1
日
か
ら
令
和
2
年

1
月
6
日
ま
で

■
試
験
日

▼
推
薦 

令
和
2
年
１
月
５
日
か
ら

6
日
ま
で
（
う
ち
１
日
）

▼
一
般

一
次 

令
和
2
年
１
月
18
日

二
次 

令
和
2
年
1
月
31
日

か
ら
2
月
3
日
（
う
ち

１
日
）

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部 

長
野
地
域
事
務
所

☎ 

０
２
６ -

２
３
５ -

６
０
２
６

「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

飯
山
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
に
よ
る
「
男
性
の
た
め
の
料

理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時11

月
15
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

■
場
所

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

■
対
象

市
内
在
住
の
成
人
男
性 

先
着

16
名

■
参
加
費

５
０
０
円
（
食
材
お
よ
び
テ
キ

ス
ト
代
）

■
申
込
期
限

11
月
7
日
㈭

＊
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎ 

内
線
１
８
７

飯
山
市
心
Ｈ
Ｏ
Ｔ
（
ほ
っ
と
）

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
心
の

健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
、
関

係
者
の
み
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
︵
場
所
︶

11
月
20
日
㈬
（
市
保
健
セ
ン

タ
ー
）、
令
和
２
年
３
月
11
日

㈬
（
市
役
所
相
談
室
）
の
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
相
談
内
容

う
つ
、人
間
関
係
（
家
族
、職
場
）

の
悩
み
、ひ
き
こ
も
り
、不
登
校
、

子
ど
も
や
思
春
期
の
心
の
悩
み
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

の
依
存
問
題
、
医
療
機
関
に
行

け
な
い
、眠
れ
な
い
、死
に
た
い
、

親
し
い
人
を
亡
く
し
…
な
ど

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎ 
内
線
１
７
７

フ
ー
ド
バ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
す

　

10
月
か
ら
飯
山
市
公
民
館
を

会
場
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
。フ
ー
ド
バ
ン
ク
サ
ー

ビ
ス
と
は
、
家
庭
で
使
用
さ
れ
ず

に
眠
っ
て
い
る
食
品
等
を
受
け
入

れ
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

な
い
で
、
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ

と
で
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
で
食
品
等
の
ご
提
供
が
で
き
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
当
日
は
こ
ど
も
食

堂
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時毎月

第
２
、
第
４
土
曜
日

▼
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

▼
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

■
対
象
と
な
る
も
の

食
料
品
全
般
お
よ
び
生
活
用

品
全
般
。
未
開
封
の
も
の
や
賞

味
期
限
内
の
も
の
、
お
米
は
精

米
さ
れ
て
い
る
も
の
。

い
い
や
ま
こ
ど
も
食
堂

代
表　
荻
原 

博
彦

☎ 

０
９
０-

１
７
３
０-

７
９
５
４

チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
測
定

第
２
回
目
参
加
者
募
集
！

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
測
定
で
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
で
下
半

身
の
筋
力
や
持
久
力
、
柔
軟
性
な

ど
13
項
目
を
測
定
し
ま
す
。
ま
た
、

ご
自
宅
で
の
運
動
の
参
考
と
し
て
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
紹
介
し
ま
す
。
自

分
の
体
力
を
知
り
、
体
力
ア
ッ
プ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
２
名
以
上
の
参
加
者
で
開

催
し
ま
す
（
事
前
申
込
み
必
要
）

■
測
定
日　

11
月
15
日
㈮
午
後
１
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
定
員　

12
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
場
所　

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

18
歳
以
上
の
市
民
（
心
臓
疾

患
で
現
在
治
療
中
・
過
去
に

治
療
さ
れ
た
方
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
他
の
疾
患
で
治
療

中
の
方
は
、
主
治
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

■
測
定
項
目

身
長
、体
重
、体
脂
肪
率
、腹
囲
、

血
圧
、
握
力
、
持
久
力
、
内

転
筋
力
、
外
転
筋
力
、
大
腿

四
頭
筋
力
、
柔
軟
性
、
動
的

バ
ラ
ン
ス
、
俊
敏
性

■
参
加
費　
無
料

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎ 

内
線
1
８
７

２
０
２
０
年
版
県
民
手
帳
発
売

■
価
格　

１
冊
５
０
０
円
（
税
込
）

■
時
期10

月
中
旬
（
予
定
）

■
販
売
場
所

書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー 

等

長
野
県
統
計
協
会

☎
０
２
６︲

２
３
２︲

１
１
2
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

11
月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
は
、

「
全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
で
す
。
強

化
週
間
中
は
、
通
常
の
時
間
帯
を

延
長
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話
」
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
務
局
飯
山
支
局
及

び
飯
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、面
談
で
の
相
談
所
（
無
料
）

を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

■
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話

☎
０
５
７
０˗

０
７
０˗

８
１
０
︻
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）︼

■
相
談
所

〇
日
時

11
月
18
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で

〇
場
所

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

☎ 

62
２
３
０
２

■
申
込
期
限　
11
月
8
日
㈮

※
市
役
所
で
は
取
扱
い
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

飯山市食生活改善推進協議会の皆さん
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安心安全　　 消費生活 第34回 契約について
飯山市消費生活センター（市役所生活環境係内） ☎ 62-3111（内 192）

17  市報いいやま/19.10

■契約は、履行する義務を生じます。
　　　　　　　　　　　何事にも申し込みは慎重に
　民法上、「契約」は、申し込みと承諾という意思表示の合
致により成立します。契約には法的な拘束力を持ち、履行す
る義務があります。そして履行しない場合は、契約の当事者
（債権者）に代わり、裁判所が履行を強制することができます。
そのため、「強迫された」等の無効となる場合や「未成年の
契約」の取消しの場合など、規定された場合を除き、一方的
に変更や解除することはできません。（「金額が高いからやめ
る。」等の理由では、一方的に解除できません。）
しかしながら、消費者と事業者との間の情報の質や量、交渉
力等の格差は存在しており、その格差を埋めるため、消費者
安全対策として特定の取引に対して、「クーリング・オフ」
というハガキ１枚で『無条件で契約を解除できる』制度があ
ります。

■通信販売はクーリング・オフできません
　このように、無条件解除ができるクーリング・オフですが、
通信販売には、適用されません。その理由として、消費者は
申し込みの前に、カタログ等を見て「考える時間を持てる。」
ことが挙げられます。この制度に代わり、通信販売には、「返
品や交換の条件をわかりやすく説明する表示義務」がありま
す。解約に応じる販売会社もありますが、基本的には、契約

事項は履行しなければなりません。一方で、申し込んだ商
品が届かない等の相談もあります。
通信販売でのトラブルは、通販 110 番　03-5651-1122（日
本通信販売協会）に相談することもできます。

■改正民法の施行により令和４年４月から
　　　　　　　　　成人年齢が18歳に引き下げられます。
　令和４年（2022 年）年４月１日に、18歳を超えた方（20
歳未満で）、この日以降、18歳になった方は、「成人」とな
ります。成人になると、親などの法定代理人の同意なく、
自分の責任で「契約」をすることができます。（その代わり、
「未成年契約」による取消ができなくなります。）
契約に際しては、内容と予期されるリスクをしっかり理解
し、親などの法定代理人等に相談し、沢山の人に契約内容
の確認をしていただく必要があります。

■消費生活センターは、解決に向けたあっせんをします。
　消費者相談につきましては、「飯山市消費生活センター」
（市民環境課生活環境係内 62-3111（192））にご連絡下さい。
解決に向けあっせんいたします。法律上、センターはみな
さまの「代理」をすることはできませんので、ご理解
をお願いいたします。

中村 翔
しょおん

音 さん
湯本 深

み づ き

月 さん

Ｅ (エ ) ネルギッシュな
Ｅ (イー ) ヤマの皆さんを 紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 157

木島地区

中 野 市

中高生のための英語プレゼン
テーションコンテスト「Change 
Maker Awards」で飯山高校
が団体部門で銅賞を授賞

一
般
社
団
法
人
英
語
４
技

能
・
探
究
学
習
推
進
協
会

が
主
催
す
る
中
高
生
の
た
め
の

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
が
９
月
１
日
に
都
内
で

行
わ
れ
、
飯
山
高
校
３
年
の
中

村
さ
ん
と
湯
本
さ
ん
が
団
体
の

部
で
銅
賞
を
授
賞
し
ま
し
た
。

題
名
は
、「
高
齢
社
会
の

豪
雪
地
域
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
安
全
に
考
慮

し
た
屋
根
の
形
状
に
つ
い
て
の

研
究
」
で
、
高
校
２
年
か
ら
３

年
に
か
け
研
究
し
て
き
た
内
容

を
英
訳
し
、
中
村
さ
ん
と
湯
本

さ
ん
の
２
人
で
発
表
し
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
英
訳
す
る

際
に
、
英
語
に
は
な
い

飯
山
独
特
の
屋
根
形
状
の
表
現

に
苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。
発

表
を
通
し
て
中
村
さ
ん
は
、「
英

語
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
役
立
つ
こ
と
が
分
か
っ

た
。
今
後
は
積
極
的
に
海
外
と

交
流
し
た
い
。」
と
目
を
輝
か
せ

ま
し
た
。

湯
本
さ
ん
は
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に

あ
た
り
、
わ
か
ら
な
い
単
語
が

多
く
苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。

英
語
と
人
前
で
発
表
す
る
こ
と

が
一
番
苦
手
と
語
る
湯
本
さ
ん
。

発
表
を
通
し
て
湯
本
さ
ん
は
、「一

番
苦
手
な
も
の
に
つ
い
て
、
最

後
ま
で
取
り
組
み
や
り
切
っ
た

こ
と
は
、
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。」と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

広
域
情
報みゆき野かわら版

このコーナーでは、飯山
市と観光交流都市協定を
締結した都市の観光情報
をご紹介していきます。

観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報

■開催期間　10 月 27 日（日）まで
■営業時間　午前９時から
　　　　　　　　　　  午後５時まで
■場　所　　おぼろ月夜の館
■入館料 　　大　　人　300 円
　　　　　　小中学生　150 円
■休館日　　月曜日（祝祭日の場合は火曜日休館）
■お問い合わせ　おぼろ月夜の館　☎ 0269-85-3839

全国公募展「日本の抒情歌を描く」
に入賞・入選に輝いた 10 名の作家
作品約 90点を展示しています。

園児、小学生、中学生、村
民の文化活動の発表が文化
会館で行われ、外では収穫
祭が開催され、新米やキノ
コなど美味しいものを用意し
てお待ちしています。ぜひ、
ご来場ください。
■日　時 　　10 月 20 日（日）　
 　　文化祭：午前 9時 30 分から午後３時まで
 　　収穫祭：午前 10時から午後１時 30分まで
■会　場 　　栄村文化会館及び周辺
■お問い合わせ　
　文化祭　栄村教育委員会事務局　☎ 0269-87-3118
　収穫祭　栄村産業建設課　☎ 0269-87-3113

野　沢
温泉村

 栄
　  村

木 島
平 村

年に２度しか姿を現さない、
幻の滝と呼ばれている「樽滝」。
近年パワースポットとしても注
目され、雄滝と雌滝から成り
立つ樽滝は、そのいわれから
幸せになれると訪れるカップ
ルもいるほどです。色づいた
木々の中を流れ落ちる紅葉の「樽滝」をお楽しみください。
■日時　10 月 27 日（日）　午前８時 30分～午後３時
 （※春とは終了時間が異なります。）
■場所　木島平村滝見橋周辺（国道 403 号沿い）
■お問い合わせ　木島平村観光振興局　☎ 0269-82-2800
＊ 周辺には駐車場がありませんので、係員の指示に従ってください。

名瀑 幻の滝 樽滝 ～ 秋の巻 ～

おぼろ月夜の館特別展
日本の抒情歌を描く作家展

第41回 栄村総合文化祭
第21回 栄村収穫祭

紅葉の見ごろを迎え、ライトアップされた幻想的な
庭園と美術館をお楽しみください。来園者の中から
抽選で、ヒスイ製品をプレゼントします。
■日　時　11 月 8日（金）から 17日（日）まで
 　午後5時から午後7時30分まで（午後7時まで受付）
■会　場　玉翠園・谷村美術館（新潟県糸魚川市京ヶ峰 2-1-13）
■入園料　大人 500円、高校生以下 300円
■その他　コーヒーまたはお抹茶（お菓子付）100円引
■お問い合わせ　ガーデン・ミュージアム運営協議会
  ☎ 025-552-9277

玉
ぎょくすいえん

翠園・谷村美術館
『秋の庭園

ライトアップ』

新潟県  糸 魚 川 市

※アプリの使用料は無料で
すが、通信費は各回線ごと
のご負担となります。※広告
表示されますが、飯山市と
は何ら関係ありません。

ダウンロードはこちら

行政情報アプリ「マチイロ」もう使ってい
ますか。スマホやタブレットでいつでもど
こでも「広報飯山」を見ることができます。
まだ、ご使用になられてない方はこの機会
にぜひインストールをしてみてください。

■お問い合わせ 飯山市役所事業戦略室情報政策係☎62-3111内線 387

広報紙への広告掲載
募 集 し て い ま す
〇規格等
　紙面の下段　１色刷り（白黒）１枠当たり縦46ｍｍ、
横86ｍｍ（2枠一括掲載も可能）
掲載期間は１月単位とし、最長６月
〇広告料
　１枠当たり月額5,000円（税別）同一内容で６月引き続
いて掲載する場合は、１枠当たり25,000円（税別）
　詳しくはホームページをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
■お問い合わせ　事業戦略室　62-3111（内線387）
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DDData fileata fileata file

※掲載期間は６ヵ月間。市民環境課生活環境係（☎ 62-3111 内線
　192）まで連絡いただくと、掲載品登録者を紹介しますので、当
　事者間で交渉をしてください。なお、品物の引き渡し後に生じた
　問題は当事者間で解決してください。
　市民環境課ホームページでも写真入りで掲載しています。

市民環境課生活環境係

◆譲ってください（無料）
ブルーヒーター①　自転車（大人用）①　パラボラアンテナ①
エレキギター①　薄型テレビ（32 インチ）①　シニアカー①
大人用スキーウェア②　ＭＤメディア　男女学生服　着物
子ども服　男女用ランドセル　波トタン　
ブルーシート（有料可）　車イス①（有料可）

事故発生件数 死　者 傷　者
9月末 32 0 46
前年同期 25 0 32

　　交通安全の標語 ： 思いやり  乗せて信濃路  咲く笑顔

POLICE

Data file

◆譲ります（有料）
乗用トラクター前輪タイヤ②　三輪車①   介護ベッド①　

　（ひとこと）
　寒くなり　灯油の出番　気をつけて
　灯油を移し替える際は、その場を離れないようにしてください。

施設名（地区名） 測定日 天候 測定区分 測定値
飯山市役所（飯山） 9/25（水） 曇 1m 0.05μSv

（旧）岡山小学校（岡山）9/25（水） 曇 1m 0.05μSv

燃えるごみ 燃えないごみ 計 プラスチック
9月 392㌧ 25㌧ 417㌧ 12㌧

前年同月比 104％ 125％ 105％ 109％

ＡＣ電源

乾電池

録音

録音 再生

緊急音量解除

大小

音量
・

・ ・

・
・

・

・
・

・

防災ナビ

飯山市 木島平 野沢温泉 栄 応援協定区域 管轄外 計
火  災 0 0 1 0 1 0 2 件
救  助 1 0 0 0 0 0 1 件
救  急 103 23 17 10 4 0 157 件
　　今月の標語： 再確認　時には必要　うたがう心

岳北消防本部
　出場件数【9 月】

飯山市内の
　交通事故件数（1 月から累計）

エコパーク寒川
　　　ごみ処理量

飯山市の気象【9 月】
平 均 気 温 21.6℃ （+1.6℃）※データは長野地域

気象観測月報による。
観測地点は飯山地域
気象観測所（小沼）。
（　）内は平年比。

最高平均気温 27.6℃ （+2.0℃）
最低平均気温 17.1℃  （+1.2℃）
日照時間月計 157.0 時間 （121％）
降 水 量 月 計 37.5 ｍｍ （27％）

Data fileata fileata file飯山市の人口と世帯　 （ 9 月 31日現在 ）
総人口
20,786人
（ー20人）

男
10,111人
（ ー 11人）

女
10,675 人
（ ー 9人）

世帯数
8,064
（ ＋ 9）

出生：8人　死亡：22人　転入：42人　転出：48人
（　）内は前月との増減。住民基本台帳による

利融通情報（不用品の交換）
◆譲ります（無料）
食器棚①　整理タンス①　A型ベビーカー①　漬物桶⑥

市内空間放射線量測定値
　9月中の市内空間放射線量測定値を公表します。各学校その他の観
測定置点の数値は、ホームページをご確認ください。

C
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幼児健診 防接種 会場：飯山市保健センター ☎ 62-3111 内線 181・174乳 予

日　時：11月 8日㈮  14:00 開始
対象者：令和元年６月生まれ

受付：13:00 ～ 13:30

ママサポートプログラム
対象者：出産後 ～ 生後 1歳までのお子さんをお持ちの
　　　　お母さん（お誕生日月の月末まで参加できます）
         　  （申込不要  ※母乳相談は予約が必要です。）

11月
mamaとbaby
のしあわせトーク

ママのリラックス
ストレッチ

赤ちゃんの
スキンケア

健康相談
母乳相談

6日㈬ 13日㈬ 20日㈬ 27日㈬

乳幼児健診

離乳食教室

予防接種

　　いいやま愛（i）ナビをご活用ください
　☆予防接種スケジュール自動作成機能搭載など子育てに役立つ情報が満載

いいやま愛（i）ナビ 検 索
　または右のQRコードから

11月

2か月児ママの会

受付：13:15 ～ 13:50

時間：9:30 開場  10:00 ～ 11:30

日　時：11月 29日㈮    14:00 ～ 15:30
対象者：令和元年 9月生まれ
その月に、生後 2か月になるお子さんをお持ちのお母さんの
ための会です♪対象者にはお知らせが届きます。　

康
健

い

ま

い

や

持 ち 物 ：母子健康手帳、予診票（記入を忘れずに）
◆麻しん風しん
　接 種 日：11月 1日 ㈮ （11月５日㈫から変更となりました）
　対 象 者： H29.11.3 生～H30.11. 2 生（第 1期）
　　　　　  H25.  4.2 生～H26.  4. 1 生（第 2期）
◆BCG
　接 種 日：11月 7日 ㈭
　対 象 者： H30.11.9 生～ R1.8.7 生

20日㈬

【
お
問
合
わ
せ
】

 

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　
☎
62
３
１
１
１
内
線
１
８
７

　

日
付
は
「
い
い
（
11
）
育

(

19)

児
」
と
読
む
語
呂
合
わ
せ

か
ら
で
す
。
家
庭
や
家
族
を
大

切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
、

子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
雰
囲
気
を

つ
く
り
、
子
育
て
を
支
え
る
家

族
や
地
域
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
子
育
て
の
た
め
の
行
動

を
起
こ
す
日
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

【
飯
山
市
で
み
ん
な
で
子
育
て
】

　

子
育
て
中
は
迷
い
や
不
安
を

抱
え
な
が
ら
、
周
囲
に
そ
れ
を

訴
え
る
こ
と
が
出
来
ず
に
孤
立

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

妊
娠
届
時
に
妊
婦
さ
ん
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。

〔
出
産
後
、
育
児
や
家
事
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
は
い
ま
す

か
？
〕

①
い
な
い
１
名 

②
い
る
１
０
８

名　

(

平
成
30
年
度
妊
娠
届
時

お
た
ず
ね
票
よ
り)

　

数
と
し
て
は
少
な
い
も
の
の
、

慣
れ
な
い
育
児
を
し
て
い
た
り
、

夫
が
仕
事
で
忙
し
く
、
思
う
よ

う
に
育
児
支
援
が
得
ら
れ
な
い

な
ど
、
周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い

な
い
中
で
の
子
育
て
で
孤
独
を

感
じ
て
い
る
マ
マ
も
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
体
制

が
あ
れ
ば
、マ
マ・パ
パ
達
に
と
っ

て
の
救
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

飯
山
市
で
は
、
平
成
30
年
度

に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
い
え
ー
る
」が
開
設
し
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
切
れ

目
な
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

産
後
マ
マ
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
産

後
ケ
ア
、
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム(

通
称
マ
マ
サ
ポ)

、
助
産

師
に
よ
る

母
乳
相
談
、

離
乳
食
教

室
な
ど
み

な
さ
ん
の

子
育
て
を

応
援
す
る

サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま

す
。

【
子
育
て
中
の
マ
マ
を
笑
顔
に
！

　
　

  

〜
マ
マ
サ
ポ
の
紹
介
〜
】

　

子
育
て
し
て
い
て
幸
せ
！
楽

し
い
！
と
い
う
育
児
幸
福
感
を

感
じ
、
子
育
て
中
の
マ
マ
が
笑

顔
に
な
れ
る
よ
う
毎
週
水
曜
日

の
午
前
中
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

一
歳
の
誕
生
月
ま
で
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
の
実
績
】

参
加
者
人
数
１
１
３
人

　
　
　

 (

延
べ
人
数
６
８
８
人)

(

参
加
者
の
声)

「
気
分
転
換
が

で
き
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。」

「
子
ど
も
と
遊
ぶ
コ
ツ
な
ど
教
え

て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
。」「
と

て
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。」「
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
支
え

に
な
り
ま
し
た
！
」「
子
供
だ
け

じ
ゃ
な
く
大
人
同
士
の
出
会
い

の
場
に
な
っ
て
と
っ
て
も
い
い
時

間
で
し
た
。」

　
マ
マ
達
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
で
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
心
掛
け

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
♪

い
い
育
児
の
日
に
関
連
し
て

秋季全国火災予防運動

　

11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発

生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
冬
に
か
け
て
の
季
節
は
、
空
気
が

乾
燥
す
る
上
、
農
作
業
な
ど
で
行

う
た
き
火
、
暖
房
器
具
な
ど
家
庭

内
で
の
火
気
の
使
用
も
増
え
ま
す
の

で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

 『
ひ
と
つ
ず
つ  

い
い
ね
！
で
確
認  

火
の
用
心
』

11
月
30
日
（
土
）
ま
で
、
消
防
庁
と
一
般
財
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
の
共

催
で
「
令
和
２
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
8.w
ebcas.net/form

/pub/bouka/lp

）

〜
住
宅
火
災 

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

  

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

  

用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

  

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

  

消
す
。

●
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

  

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

  

す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

  

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、  

  

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

  

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

  

を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

  

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

  

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

4 カ 月 児 11月　6日 ㈬ 令和 元 年　6月 生まれ
10 カ 月 児 11月 13日 ㈬ 平成30年 11・12 月 生まれ
1歳6カ月児 11月 20日 ㈬ 平成 30年　4月 生まれ
2 歳 児 11月 11日 ㈪ 平成 29年 10月 生まれ
3 歳 児 11月 27日 ㈬ 平成 28年 10月 生まれ

１１
月
19
日
「
い
い
育
児
の
日
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
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。　　
　　　

1 金
2 土
3 日 第 42回飯山市民バドミントン大会（トピアホール）

飯山えびす講（本町商店街）

4 月 第 40回飯山市ジュニア駅伝大会（長峰多目的グラウンド）

5 火
6 水
7 木 第 32回飯山市マレットゴルフ協会長杯市民マレットゴルフ大会（長峰マレットゴルフ場）

8 金

9 土
長野県スポーツ少年団北信地区マレットゴルフ交流会（長峰マレットゴルフ場）
2019-2020 シクロクロスミーティング飯山大会（長峰多目的グラウンド）【10日まで】
秋の火災予防運動【15日まで】

10 日 森田カップバレーボール大会高校・一般男子の部（トピアホール）
飯山市消防団機関員講習会（市役所）

11 月
12 火 成年後見制度に関する相談会【右記参照】

13 水
14 木
15 金 チャレンジ体力測定（飯山市保健センター）（要予約）【15㌻参照】

男性のための料理教室（飯山市保健センター調理室）（要予約）【15㌻参照】

16 土 第 68回長野県縦断駅伝競走（1日目）（長野市～岡谷市）

17 日 第 68回長野県縦断駅伝競走（2日目）（松本市～飯田市）

18 月
19 火
20 水 総合相談【右記参照】

飯山市心HOT（ほっと）相談会（飯山市保健センター）【14㌻参照】

21 木 年末調整説明会（飯山市公民館 2階講堂）【13㌻参照】

22 金 廃食用油・古着の回収 9：00～ 11：00（市役所西側車庫）

23 土
24 日
25 月
26 火 成年後見制度に関する相談会【右記参照】

27 水
28 木 出張年金相談会 10：00～ 15：00（飯山商工会議所）（要予約）

もの忘れ相談会 13：30～ 15：30（飯山市福祉センター）（要予約）

29 金
30 土

総合相談
　婦人相談や、人権・家庭相談、
行政相談、経営法律相談など無
料でご相談いただけます。
【相談日時】
 11 月 20日 ㈬　9:00 ～ 15:00
 （11:00 ～ 15:00 は弁護士によ
　る無料法律相談、経営法律相
　談があります）
【会　場】飯山市福祉センター（本町）
【問合先】飯山市社会福祉協議会
　　　　　  ☎ 62-2840

情報カレンダー11月

◇人権擁護委員による人権相談
　毎週月曜日、隔週水曜日
   9：00～ 12：00 
　法務局飯山支局 ☎ 62-2302
◇家庭児童相談・教育相談
　月～金曜日（祝日除く）
  教育委員会事務局  家庭児童・教
  育相談室（市役所１階）
◇女性相談　
　月～金曜日（祝日除く） 
　人権政策課男女共同参画係
（相談専用電話番号 080-1080-9924）
◇心配ごと相談　
　毎週水曜日 9:00 ～ 12:00
   飯山市福祉センター（要予約）
◇人権福祉総合相談
　月～金曜日（祝日除く）
　8:30 ～ 17:00
　いいやま人権福祉センター
　☎ 81-3101
◇いじめ電話相談
　月～金曜日（祝日除く）
　９:00 ～ 17:00
　☎62-3111 内線100（いじめ相
   談専用）　飯山市教育委員会
◇成年後見制度に関する相談会
　【日時】 11月 12日・26日 9:30 ～ 11:30
　【会場】飯山市福祉センター
　【問合先】北信圏域権利擁護センター
　　　　☎ 0269-26-2266

土曜日の証明窓口
【発 行 日】
　毎週土曜日（ただし祝日を除く）
【受付時間】
　8:30 ～ 12:00
【発行できる証明の種類】
　・住民票の写し
　・戸籍の謄・抄本
　・印鑑登録証明書
【受付窓口】
　市役所 1階  市民環境課窓口

21 市報いいやま /19.10

北信地域求人情報　10月分
掲載する情報を「求人情報」のみにしぼり、
飯岳地域一帯の情報を掲載しています。

職　　種 数 年　齢 賃金（万円） 事業内容 就業場所

セールスエンジニア 1 35歳以下 16.3 ～ 25.0 農耕用品小売業 飯 山 市

サービスエンジニア 1 35歳以下 16.3 ～ 25.0 農耕用品小売業 飯 山 市

オペレーター、現場事務 1 44歳以下 16.0 ～ 23.0 電子デバイス製造業 木 島 平 村

大型ダンプ運転手 1 59歳以下 22.0 ～ 35.0 土木工事業 飯 山 市

旅館施設管理 1 不　問 19.0 ～ 25.0 旅館、ホテル 野沢温泉村

大型テント等の縫製 2 40歳以下 13.3 ～ 13.3 その他の縫製製品製造業 野沢温泉村

看護師（栄村） 2 59歳以下 24.0 ～ 29.8 老人福祉・介護事業 栄 村

販売・商品管理等 1 64歳以下 17.6 ～ 28.6 管理、補助的経済活動を行う事業所 飯 山 市

各科外来受付 1 不　問 14.1 ～ 14.1 労働者派遣業 飯 山 市

電気工事施工管理技士 1 59歳以下 20.0 ～ 25.0 電気工事業 飯 山 市

旅館業務一般 3 不　問 20.0 ～ 21.2 旅館、ホテル 野沢温泉村

自動車整備士又は見習 1 35歳以下 15.5 ～ 26.4 自動車小売業 飯 山 市

現場管理 3 59歳以下 20.0 ～ 35.0 その他の設備工事業 飯 山 市

半田修正・組立検査 5 44歳以下 16.4 ～ 16.9 電子デバイス製造業 飯 山 市

営業（家電販売） 1 64歳以下 16.0 ～ 26.0 電気工事業 飯 山 市

接客業務 1 64歳以下 時給 900円 管理、補助的経済活動を行う事業 飯 山 市

調理補助 1 不　問 時給821～ 1,000 円 食堂・レストラン 飯 山 市

（臨）看護師（正・准） 1 不　問 時給1,100 円 老人福祉・介護事業 飯 山 市

各科外来受付 1 不　問 時給900円 労働者派遣業 飯 山 市

清掃 1 不　問 時給900円 建物サービス業 飯 山 市

調理 1 不　問 時給880～ 910円 老人福祉・介護事業 野沢温泉村

工場内作業 3 59歳以下 時給 825円 洗濯業 飯 山 市

販売員（青果） 1 不　問 時給870円 百貨店、総合スーパー 飯 山 市

旅館施設管理 1 不　問 時給1000～ 1,200 円 旅館、ホテル 野沢温泉村

事務業務全般 1 不　問 時給850～ 1,000 円 一般土木建築工事業 飯 山 市

フロント 3 不　問 時給870～ 950円 旅館、ホテル 飯 山 市

接客係 5 不　問 時給870～ 950円 旅館、ホテル 飯 山 市

きのこ栽培全般 2 64歳以下 時給860～ 1,000 円 その他の食料品製造業 木 島 平 村

介護職員 2 不　問 時給1,000 ～ 1,300 円 老人福祉・介護事業 栄 村

ぶなしめじパック詰めラインスタッフ 3 不　問 時給850円 耕種農業 飯 山 市

飯山市国際交流員
リアンの

⑨
北信地域求人情報

ハローワーク

　こんにちは、14 ヶ月ぶりに実家のメルボルンに帰る
リアンです！ 10 月上旬に行くので、皆さんがこのコ
ラムを読んでいる時に私はまだオーストラリアにいる
かもしれません！　今回は高校の友達の結婚式に参加
するため、少しだけ帰ります。結婚式に参加するのは
初めてなので、とても楽しみにしていますが、それよ
り楽しみにしているものが一つあります。もうご存知
の方も多いかしれませんが、リアンは食べ物が大好き
です。日本の食べ物はとても美味しくて大好きですが、
メルボルンは多文化的な都市なので様々な国の料理を
食べることができます。食べたいものリストはもう作っ
たので準備万端ですが、リストに書いてある物の中に
はジャンクフードが多いので少し心配です ( 笑 )。全部
食べられたかどうかは次回のコラムで報告しますね！

　今回メルボルンに行く経験や、様々な文化交流を皆
さんともっとしたいです。しかし、コラムだけだと少
し難しいと思っていたのですが…実は 11 月に、飯山
市公民館の成人講座の一つとして、私が企画したイベ
ントを行うことになりました！イベントのタイトルは
国際交流員リアンの「お絵描き英語タイム」です。今
回は今までとは少し違うフリートーク形式の英会話イ
ベントになります。私と一緒に気軽に絵を描きながら、
英語で文化交流をしませんか？

～国際交流員リアンの「お絵描き英語タイム」～
　日　時：11月 24 日 ( 日 )、12 月 1日（日）
 　両日ともに 13：30 ～ 15：30
　場　所：飯山公民館　103 室
※詳しい情報はこの市報の 27ページをチェックしてく
　ださいね！

　そして、最後の写
真コーナーは今年の
奈良沢大天狗に行っ
たときに撮った写
真です。今年も熱く
てカッコよかったで
す！何回見てもぶれ
ないカッコよさだと
思いました。
　それではまた次回
のコラムでお会いし
ましょう。

■有効求人倍率（　）内は前月（※臨時・季節求人を除く）
　　全　数　　　　　  7 月　1.48 倍（1.34）
　　うち常用・パート  7 月　1.41 倍（1.31）
■お問い合わせは　飯山公共職業安定所　☎ 62-8609

全国版インターネットサービスのご利用を
インターネットで日本全国のハローワークの  
求人情報を下記のアドレスから検索できます。

https://www.hellowork.go.jp

(*́ ω` *)ノみんなで文化交流する　編
るんるん♪飯山大冒険♪

11 月の税金など
（納期限 12月 2日）

口座振替日11月 26日 (火 )

固 定 資 産 税・・・・3期

国 民 健 康 保 険 税・・・・5期

介 護 保 険 料・・・・8期
後期高齢者医療保険料・・・・5期
上 下 水 道 使 用 料 ・・9.10月分

CATV、インターネット使用料・・・11月分
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子
ど
も
育
成
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
備
室

人
権
政
策
課

市
民
学
習
支
援
課

文
化
交
流
課

☎62 3111☎62 3111

教
育
委
員
会
だ
よ
り

公
民
館
に
お
け
る
人
権
学
習
を
も
と
め
て

　
　
　
　
　
飯
山
市
公
民
館
長
　
　
小
林
　
芳
裕

人 権
学習シリーズ

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
で
し
た
が
、

飯
山
高
校
の
活
躍
に
、
暑
さ
を
忘

れ
る
ほ
ど
の
感
動
を
も
ら
っ
た
夏

で
も
あ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
の
あ

る
晩
、
テ
レ
ビ
で
プ
ロ
野
球
中
継

を
見
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
バ

ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
背
景
に
様
々

な
宣
伝
が
映
し
出
さ
れ
る
中
で
、

一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
の
よ
う
な
一

文
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、「
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
、
人
権
擁
護
委
員
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。
周
り
が
色
鮮
や
か

な
宣
伝
で
囲
ま
れ
て
い
た
だ
け
に
、

色
調
を
お
さ
え
た
、
こ
の
一
文
が
か

え
っ
て
際
立
っ
て
見
え
ま
し
た
。
プ

ロ
野
球
と
人
権
擁
護
委
員
と
の
間

に
直
接
的
な
関
係
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
テ
レ
ビ
放
映
に
合
わ
せ

て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
人
権

擁
護
委
員
と
い
う
存
在
を
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
人
た

ち
に
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
身
近

な
と
こ
ろ
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
か
ら
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
し

な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
、
と

学校別 教　科 全　国 飯山市
小学校
６年生

国　語 63.8 57
算　数 66.6 61

中学校
３年生

国　語 72.8 72
数　学 59.8 65
英　語 56.0 56

　　※全国平均は小数第一位、市平均は整数値で公表

平成31年度　飯山市と全国の平均正答率比較（％）

　

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３

年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
本
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

◆
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
国
語
、

算
数
共
に
全
国
平
均
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

◆
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
国
語

と
英
語
が
全
国
平
均
と
同
程
度

で
し
た
が
、
数
学
は
全
国
平
均

　

瑞
穂
保
育
園
は
、
毎
年
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
畑
で
野
菜
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
祖
父
母
参
観
日
に
、

収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
カ

レ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。
1
・

2
歳
児
は
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
む
き

と
カ
レ
ー
粉
の
入
っ
て
い
る
箱

を
開
け
、
3
歳
児
は
人
参
の
皮

む
き
、
4
・
5
歳
児
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
皮
む
き
と
野
菜
を
切
り

ま
し
た
。「
ぼ
く
、
お
家
で
や
っ

た
こ
と
あ
る
よ
。」
と
話
す
子

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

訴
え
か
け
て
も
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
の
報
道
を
見
る
と
、

幼
い
子
ど
も
が
、
何
の
抵
抗
も
で

き
な
い
ま
ま
に
虐
待
を
受
け
続
け

て
い
た
と
い
う
よ
う
な
、
本
当
に
痛

ま
し
い
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

危
害
を
加
え
た
親
に
は
、
も
ち
ろ

ん
言
い
わ
け
の
余
地
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
親
た
ち
も
社

会
の
中
で
何
ら
か
の「
生
き
づ
ら
さ
」

に
悩
ん
だ
末
の
出
来
事
だ
と
し
た

ら
、
大
事
に
至
る
前
に
人
権
擁
護

委
員
や
い
ず
れ
か
の
機
関
な
ど
に

相
談
で
き
な
か
っ
た
も
の
か
と
悔
や

ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
活
動
は
、
戦
後
、
民
主

主
義
や
平
和
、
人
権
の
尊
重
と
い

っ
た
憲
法
に
か
か
わ
る
内
容
を
、
自

分
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
根
ざ
し

た
課
題
に
置
き
換
え
て
学
び
合
う

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
今
、
人
権
に
つ
い
て
言
う
な

ら
ば
、
例
え
ば
、
生
き
づ
ら
さ
の

も
と
を
共
に
考
え
合
っ
た
り
、
困
っ

た
と
き
に
助
け
合
っ
た
り
で
き
る
よ

う
な
人
間
関
係
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
問
題
解
決
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
考
え
た
！

　

難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
よ
‼

平
成
31
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

　
（
４
月
18
日
実
施
）

ど
も
た
ち
。

　

祖
父
母
の
皆
さ
ん
に
は
、
子

ど
も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
見

守
っ
た
り
手
を
添
え
た
り
し

て
一
緒
に
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
昼
に
は
畑
で
採
れ

た
ス
イ
カ
と
、
出
来
上
が
っ
た

カ
レ
ー
を
み
ん
な
で
食
べ
ま
し

た
。「
一
緒
に
作
っ
た
カ
レ
ー
も

ス
イ
カ
も
、
と
っ
て
も
お
い
し

い
。」
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

◆
学
力
調
査
や
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
詳
細
に
分
析
し
、

一
人
一
人
の
確
か
な
学
力
向
上

を
目
指
し
た
授
業
改
善
を
、
各

校
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

木
島
小
学
校
４
年
生
児
童

が
、
ご
み
の
学
習
を
通
し
て
気

づ
い
た
ご
み
問
題
。

　

9
月
30
日
の
授
業
で
、
そ
の

問
題
解
決
の
た
め
の
自
分
な
り

の
ア
イ
デ
ア
を
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ

ト
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で

表
現
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
長
野
工
業
高
等

専
門
学
校
電
気
電
子
工
学
科
の

宮
嵜
敬
（
た
か
し
）
先
生
を
は

じ
め
、
同
研
究
室
の
学
生
が
、

頼
れ
る
先
生「
タ
ヨ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

と
な
り
、
子
ど
も
達
を
支
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。
児
童
は
平
田

久
貴
教
諭
の
掛
け
声
を
合
図
に
、

用
意
さ
れ
た
様
々
な
道
具
や
材

料
か
ら
、
必
要
な
も
の
を
選
び
、

組
立
て
を
始
め
ま
し
た
。
児
童

の「
タ
ヨ
レ
ン
ジ
ャ
ー
。」
の
声

と
、
寄
り
添
う
学
生
の
姿
。

　

約
2
時
間
の
授
業
を
振
り
返

り
、
中
村
柊
斗
さ
ん
は
「
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
。
丸
山
美
空
さ
ん
が
完
成

さ
せ
た
の
は
、
ご
み
を
乾
燥
さ

せ
、
臭
い
を
消
す
為
の
装
置
。

ご
み
を
入
れ
て
蓋
を
閉
じ
る
と
、

内
部
で
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
り
風
を

起
こ
し
ま
す
。
作
っ
た
理
由
を

尋
ね
る
と
「
ご
み
を
乾
燥
さ
せ

る
こ
と
で
、
臭
い
が
消
え
た
ら

い
い
な
と
思
っ
た
か
ら
。」

　

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

普
及
し
、
日
々
A　
I（
人
工
知

能
）
な
ど
多
く
の
分
野
で
技
術

革
新
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

し
た
社
会
変
化
か
ら
、
学
校
の

教
育
課
程
基
準
「
学
習
指
導
要

領
」が
改
訂
さ
れ
、子
ど
も
達
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
収
集
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
活
用
す
る

力
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、将
来
、

地
域
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
課

題
解
決
の
た
め
効
率
よ
く
情
報

収
集
し
、
手
段
を
考
え
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
表
現
で
き

る
よ
う
な
学
び
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プログラミングを

長
タ ヨ レ ン ジ ャ ー

野工業高等専門学校生と

マ イ ク ロ ビ ッ ト
（micro:bit）

プログラミングで操れる
小さなコンピューター。
25個のLED、2個のボ
タンスイッチのほか、無
線通信機能などがつい
ています。

※ プログラミング ： コンピュータが意図した動作を行うよう、手順や内容、手法を組み立てていくこと。



※メールにて予約を希望される方は、タイトル（標題）に
「11/30 浪曲予約」と記載いただき、本文に①お名前（フ
ルネーム）②ご予約された方の連絡先③チケット枚数（一
般と20 歳以下の別を明記）④お連れ様のお名前、をご
記入の上送信してください。

す
。個
々
の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、

各
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
な
が
り
が
増
す
よ
う
に
、
少

し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
事
業
の
参
加

人
数
は
年
々
と
減
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
事
業
が
始
ま
っ
た
当
時
か

ら
現
在
で
は
時
代
の
変
化
に
伴

い
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
職

種
の
多
様
化
で
交
替
制
勤
務
の
増

加
や
休
日
の
変
化
で
土
日
休
日
が

当
た
り
前
の
時
代
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
学
校
週
休
２
日
制
で

子
供
た
ち
の
習
い
事
や
イ
ベ
ン
ト

が
増
え
、
親
も
一
緒
に
行
動
を
と

も
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
更
に
少
子
化
も
あ
り
、
事

業
に
参
加
で
き
る
子
供
が
減
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
公
民
館
事
業
を
継
続

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
未
就
学
児

を
含
め
た
子
供
と
親
、
祖
父
母
の

３
世
代
で
楽
し
め
る
催
し
な
ど
、

幅
広
い
年
代
や
気
軽
に
参
加
で
き

る
事
業
を
検
討
し
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

柳
原
公
民
館
で
は
、
数
多
く
の

事
業
を
開
催
し
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
か
ら
来
年
に
か
け
専
門
部
員
体

制
の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
８
人
体
制
だ
っ
た

専
門
部
員
が
今
年
は
６
人
に
な

り
、
来
年
の
４
月
か
ら
は
更
に
減

り
５
人
体
制
と
な
り
ま
す
。
本
年

度
も
来
年
３
月
ま
で
に
８
つ
の
事

業
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
伴
う
会
議
や
準
備
も
あ
り
ま

開演14:00
開場13:302019.11.24

飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

開演15:00
開場14:302019.11.23

飯山市文化交流館なちゅら（小ホール）
（土）

（日）

飯山音楽祭

飯山音楽祭オープニングプログラム

０歳からの子どもステージ！
やま♪つか Asobi～ni

◆混声合唱のためのカンタータ 土の歌　全曲
◆久保田千裕ピアノソロステージ “郷愁の秋”
◆ゲスト合唱団 “クール・ファミーユ”（富山県）ステージ
◆信濃の国

飯山市文化交流館なちゅら
☎67-0311（火曜日を除く9時～22時）

一般1,000 円
高校生以下500円（全席自由）料　金

中学生以上1,000 円　小学生以下無料料　金

お問合せ
販売所

玉川太福
独演会

浪
曲

料　金 一般 2,000 円　20 歳以下1,000 円
（全席自由、当日券は各 500 円増）
・未就学児の入場はご遠慮ください。
・混雑の際はチケットに記載されている
整理番号順に御入場頂きますのでお早
めにお買い求めください。

販売所 飯山市文化交流館なちゅら窓口

主　催 飯山市・飯山市教育委員会

お問合せ
予約

飯山市文化交流館なちゅら
☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）
bunkakouryu@city.iiyama.nagano.jp

25 生涯学習だより / 19.10

い
と
感
じ
た
。」
と
話
し
て
い
た
だ

き
、「
囲
碁
で
世
界
一
に
な
る
」
と

将
来
の
目
標
も
力
強
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
は
第

二
部
と
し
て
大
竹
三
段
に
よ
る
多

面
打
（
指
導
碁
）
が
行
わ
れ
、
８

人
と
の
対
局
を
２
回
こ
な
し
ま
し

た
。
対
局
の
相
手
に
は
小
学
生

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
中
に
は
過

去
に
大
竹
三
段
に
勝
っ
た
こ
と
の

あ
る
方
も
い
ま
し
た
。
参
加
者
に

と
っ
て
、
プ
ロ
に
手
ほ
ど
き
を
し

て
も
ら
え
た
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

り
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
負
け
た
対
局
を
反
省
し
、
次
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
囲
碁

が
強
く
な
る
秘
訣
や
、「
父
親
は

将
棋
を
や
ら
せ
た
か
っ
た
」
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
笑
い
を
誘
う
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
キ
ャ
ン
プ
や
ラ
ジ

オ
体
操
な
ど
飯
山
で
の
思
い
出
は

深
く
、
改
め
て
飯
山
は
素
晴
ら
し

生
涯

学
習
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かつて「五束の神社」こと健御
名方富命彦神別神社に安置され
ていた木造の狛犬。実際は狛犬
（左）と唐獅子（右）から成る。
室町時代中頃の作と推定される。
明治 11 年（1878）、北陸巡幸
中の明治天皇の天覧に供された。
市指定文化財。

五束の狛犬
（健御名方富命彦神別神社所有）

令和元年（2019）　10月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

柳
原
公
民
館
専
門
部
員
　
上
條 

秀
之

公
民
館
事
業
に
思
う
こ
と

飯山の思い出を話す大竹三段

多面打（指導碁）にて小学生を指導

柳原で開催されている事業の一つの富倉峠ウォ―キング

　

飯
山
雪
国
大
学
教
養
講
座
「
大

竹
優
三
段
が
語
る
囲
碁
の
魅
力
」

が
９
月
７
日
、
市
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
約
70
人
の
方
々
が
聴
講
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
第
一
部
と
し

て
、
飯
山
市
出
身
の
日
本
棋
院
・

棋
士
で
あ
る
大
竹
優
三
段
と
、
日

本
棋
院
飯
山
支
部
の
役
員
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
二
部

と
し
て
大
竹
三
段
に
よ
る
多
面
打

（
指
導
碁
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
大
竹

三
段
が
、
平
成
20
年
に
開
催
さ
れ

た
、
春
休
み
囲
碁
体
験
教
室
（
日

本
棋
院
飯
山
支
部
・
飯
山
市
公

民
館
共
催
）
が
き
っ
か
け
で
、
囲

碁
を
始
め
た
こ
と
や
、
大
竹
君
が

当
時
飯
山
支
部
・
支
部
長
で
あ
っ

た
深
堀
忠
夫
さ
ん
の
も
と
で
囲
碁

を
学
ん
だ
話
、
名
古
屋
へ
移
住
し

て
か
ら
棋
士
と
な
る
ま
で
の
道
の

飯
山
雪
国
大
学
教
養
講
座

大
竹 
優 
三
段
が
語
る
囲
碁
の
魅
力

開演14:00 開場13:30
飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

2019.11.30
浪曲に新時代来たる！
演芸会のワンダーボーイ、 玉川太福！

（土）



令和元年度

　飯山市公民館では、市内に在住または在勤されている成人の方を対象に気軽に取り組める趣味や、学習機会を提供
しています。趣味作りや健康増進、交流の場作りなど目的はさまざまですが、みんなで楽しく学びませんか？

◆日程 11/6（水）・11/13（水）・
 11/20（水）・11/27（水）
◆時間 18:30 ～ 20:30
◆場所 飯山市公民館　203教室
◆定員 10 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 1 回 500円
◆持ち物 なし

おいしいお菓子で気軽に抹茶を楽しみ
ませんか。初心者歓迎です！１回でも
ＯＫ！

茶道教室

【講師】片塩 宗幸 先生
(表千家教授 )

◆日程 11/10（日）
◆時間 14:00 ～ 16:00
◆場所 外様活性化センター
 雨天時：外様活性化センター体育館
◆定員 15 名 
◆受講料 200 円
◆持ち物 筆記用具

趣味や人命救助、農業など幅広い活用が
期待されるドローン。そんなドローンに
関する正しい知識や技能を学ぶ体験講座
を開催します。

大人のドローン教室

気軽に絵を書きながら、英会話と文化交
流を行います！英語に対する自信と、ク
リエイティブな一面を磨こう！

お絵描き英語タイム
国際交流員リアンの

【講師】リアン・チェン 先生
（国際交流員）

◆日程 11/20（水）・12/4（水）
◆時間 13:30 ～ 15:00
◆場所 飯山市公民館　103教室
◆定員 10 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 １回 2,000 円
◆持ち物 汚れてもいい服装、
 ゴム手袋

ガラス容器の中で、コケを育てるコケリウ
ム。石とコケを使って器の中に小さな世界
を作ろう！

初めて作るコケリウム

【講師】三嶋 絵利加 先生

タイ人の先生より習ったタイ料理。フレッ
シュハーブとスパイスを使った本場の味！
辛くないので、辛いのが苦手な方もどうぞ！

タイ料理講座

【講師】丸山 美佳 先生

◆日程 11/11（月）・11/18（月）・
 12/2（月）・12/9（月）
◆時間 13:30 ～ 15:00
◆場所 飯山市公民館 202・203教室
◆定員 12 名 
◆受講料 800 円
◆持ち物 ヨガマット、飲み物、
 動きやすい服装

疲れやすい人、下半身が太くなりやすい人は、
身体の使い方が間違っています。正しい身体
の使い方に切り替えると、日常生活だけで勝
手にシェイプアップしよう！

骨盤歪み改善

◆日程 11/19（火）・11/26（火）・
 12/10（火）・12/17（火）
◆時間 10:00 ～ 11:00
◆場所 飯山市公民館　講堂
◆定員 20 名 
◆受講料 800 円
◆持ち物 ヨガマット、飲み物

身体にたまった毒素をヨガのアサナポー
ズ（呼吸法）で排出し、リンパの流れを
スムーズにします。ヨガが初めての方、
体の固い方もお気軽にどうぞ♪

デトックスヨガ

■対象は、飯山市内在住もしくは市内に勤務
する者。

■お申込みいただいた方には、後日詳しいご
案内をお送りします。

■受講料・材料費は、初回に集金いたしま
す。お支払い後の返金はできませんので
ご了承下さい。

■お申込み後のキャンセルは、材料費をご負
担いただく場合がございますので、ご承
知おき下さい。

■記載のない会場については、飯山市公民館
になります。

お申込み・お問合せ
飯山市公民館　☎62-3342
受付期間：10月21日（月）～11月1日（金）

講成人後期 座受講生募集

【講師】丸山 美佳 先生

◆日程 11/28（木）
◆時間 10:00 ～ 11:30
◆場所 女性センター未来　
 創作室
◆定員 15 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 1 回 1,000 円
◆持ち物 カッターナイフ

カラフルな畳縁で、腕時計のベルトをア
レンジ！自分だけの腕時計を作ろう！

畳の縁で腕時計を
アレンジさせよう！

【講師】服部 春江 先生

【講師】山本 浩二 先生
（Iiyama Garden Project）

【講師】石澤 勝彦 先生
（有限会社 信越電気） 11月2日（土）

第6回「くるみのネックレス作り」

開催日 ： 毎月第一土曜日 午前10 時 ～11 時 30 分
対象 ： 市内小学生 20 名（保護者の付き添いも可）
参加費 ： 各回 200 円～300 円

参加費：無料 / 講師：上野光明さん
申込締切：10月31日（木）

ふるさと館マンスリースクール

次世代をになう子どもたちに、体験を通してふる
さと飯山の良き風習、手工芸、郷土の話等教えて
いただける、又市民学芸員として子どもと触れ合
う時間のお手伝いをお願いしたいと考えています。
自薦・他薦は不問です。詳細はふるさと館まで。

市民学芸員を募集します

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030

◆場所 飯山市公民館　講堂

◆持ち物 ヨガマット、飲み物

　

今
年
も
飯
山
市
美
術
館
で
城

南
・
城
北
中
２
校
の
生
徒
計
３
名

が
参
加
し
、
日
頃
職
員
が
行
っ
て

い
る
業
務
を
体
験
学
習
し
ま
し

た
。
開
館
前
の
館
内
清
掃
や
ガ
ラ

ス
拭
き
、
展
示
室
と
収
蔵
庫
内
の

整
理
整
頓
や
環
境
整
備
、
企
画

展
の
準
備
や
記
録
撮
影
な
ど
裏

方
の
仕
事
や
、
来
館
者
に
発
券
と

館
内
の
案
内
を
す
る
受
付
業
務
、

広
報
活
動
の
１
つ
と
し
て
ｉ
ネ
ッ

ト
飯
山
の
収
録
に
も
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
美
術
館
の
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」
と
疑
問
に
思
っ
て
臨
ん

だ
職
場
体
験
を
通
し
て
、
美
術

館
の
役
割
、
作
品
を
維
持
保
管

し
て
い
く
た
め
の
努
力
や
作
業
、

ま
た
来
館
者
の
た
め
の
環
境

整
備
や
気
遣
い
な
ど
が
実
感

で
き
、
ま
た
人
と
人
と
の
交

流
か
ら
学
校
と
は
一
味
違
う

職
場
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
将

来
を
考
え
る
上
で
こ
れ
ら

の
経
験
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

11
月 

６
日
㈬
〜
13
日
㈬

11
月 

20
日
㈬
〜
22
日
㈮

　

展
示
作
業
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆日程 11/24（日）・12/1（日）
◆時間 13:30 ～ 15:30
◆場所 飯山市公民館　103教室
◆定員 15 名 
◆受講料 400 円
◆材料費 500 円
◆持ち物 絵の題材（写真などなんでもＯＫ）

◆日程 11/13（水）・11/27（水）・
 12/1（日）・12/15（日）
◆時間 11 月は 18:30 ～ 20:30
 12 月は 11:00 ～ 13:00
◆場所 飯山市公民館　料理実習室
◆定員 16 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 １回 1,300 円
◆持ち物 エプロン・持帰り用容器２つ

27 生涯学習だより / 19.10 26

◆会場 ： いいやま女性センター未来　創作室
◆講師 ： 日比谷花壇ブライダルフラワーコーディネーター
◆対象者 ： 市民及び市内に在勤の方
◆定員 ： 午前・午後　各12名
◆参加費費 ： 2,200 円（材料費2,000 円、受講料200円）
◆持ち物 ： エプロン、花バサミ
◆募集期間 ： 11月1日（金）～11月22日（金）まで
◆申込先 ： 女性センター未来　☎ 62-0543

今年のクリスマスには、チョッと変わったハンギングリースを
作って見ませんか。

ハンギングリース作り 女性センター未来
くらしのセミナー 12/13 金 午前コース：10時00分～12時00分

午後コース：13時30分～15時30分

城
南
・
城
北
中
学
校
の
生
徒
が

美
術
館
の
仕
事
を
体
験

ま
た
来
館
者
の
た
め
の
環
境

整
備
や
気
遣
い
な
ど
が
実
感

で
き
、
ま
た
人
と
人
と
の
交

流
か
ら
学
校
と
は
一
味
違
う

職
場
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
将

来
を
考
え
る
上
で
こ
れ
ら



飯

山

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

　

９
月
15
日
、
飯
山
市
文
化
交

流
館
な
ち
ゅ
ら
に
お
い
て
、
地
区

内
の
70
歳
・
75
歳
以
上
の
お
年
寄

り
１
７
６
名
を
迎
え
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
、
飯

山
小
学
校
６
年
生
の
丸
山
笑
花
さ

ん
・
佐
藤
心
椰
さ
ん
の
作
文
朗
読

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
飯
山

小
学
校
合
唱
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る

発
表
、
長
野
県
交
通
安
全
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
交
通
安
全

の
寸
劇
、
懇
親
会
で
は
民
生
児
童

委
員
さ
ん
・
区
長
さ
ん
に
よ
る
合

唱
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典

　

区
長
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
主
催
、

仏
教
各
宗
和
合
会
・
遺
族
会
の
協

賛
に
よ
り
第
63
回
を
数
え
る
平

和
式
典
が
、
９
月
27
日
に
上
町
善

覚
寺
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

遺
族
の
方
々
は
年
々
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
過
去
の
戦
争
を

風
化
さ
せ
ず
後
世
に
語
り
継
ぎ
、

恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す

る
こ
の
式
典
が
、
毎
年
継
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。

秋

津

◇
秋
津
地
区
敬
老
会

　
９
月
21
日
に
秋
津
公
民
館
・
社

協
・
区
長
会
・
日
赤
奉
仕
団
共
催

で
75
歳
以
上
の
敬
老
者
を
お
招
き

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
白
寿
が
３
名
、
米

寿
が
25
名
と
例
年
に
な
く
多
く
の

方
が
賀
寿
を
迎
え
ら
れ
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
秋
津
小
学
校
３
年

生
児
童
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演

奏
と
合
唱
、
南
京
玉
す
だ
れ
の
演

技
、
地
区
内
の
方
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
披
露
、
日

赤
奉
仕
団
の
余
興
等
、
盛
り
沢
山

の
内
容
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
い
た
だ
き
、
来
年
の
敬
老
会
も

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
秋
津
地
区
文
化
祭

・
期
日　
10
月
27
日
㈰
午
前
９
時
〜

・
会
場　

秋
津
活
性
化
セ
ン
タ
ー

「
趣
味
の
作
品
展
」
や
「
ふ
れ
あ

い
音
楽
祭
」
の
ほ
か
、
う
ど
ん
・

綿
あ
め
・
く
じ
引
き
等
の
出
店
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、「
趣
味
の
作
品
展
」
の

出
展
受
付
は
直
前
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
秋
津
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

木

島

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　

９
月
16
日
、
木
島
公
民
館
に

お
い
て
地
区
内
の
77
歳
以
上
の
敬

老
者
76
名
を
迎
え
て
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
木
島
小
学
校
３
年

生
の
鬼
島
伝
説
を
題
材
に
し
た
創

作
劇
の
発
表
を
は
じ
め
、
カ
ピ
リ

ナ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

木
島
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
の
皆

さ
ん
の
出
演
で
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
祝
宴
中
に
は
、
地

区
社
協
と
区
長
会
に
よ
る
合
唱
に

敬
老
者
も
一
緒
に
歌
い
、
楽
し
い

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

◇
第
56
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
27
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
木
島
公
民
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
土
曜
日
に
は
野

坂
田
・
坂
井
・
下
木
島
３
集
落
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
獅
子
舞
の
披

露
、
す
い
と
ん
、
両
日
に
わ
た
り

美
術
作
品
展
、
綿
あ
め
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
第
52
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

10
月
27
日
㈰
午
前
９
時
40
分
に

山
岸
公
会
堂
を
ス
タ
ー
ト
、
地
区

内
を
一
周
し
て
ゴ
ー
ル
の
木
島
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
ま
す
。

各
チ
ー
ム
の
熱
い
戦
い
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
交
通
安
全
へ
の
ご
協
力

と
沿
道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。瑞

穂

◇
瑞
穂
地
区
慰
霊
祭

　
９
月
18
日
、
今
年
も
雨
模
様
の

た
め
関
沢
公
民
館
２
階
広
間
を
お

借
り
し
て
、
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
先
の
大
戦
で
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
思
い
を
は

せ
改
め
て
不
戦
を
誓
い
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭及び

駅
伝
大
会

・
期
日　

10
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜

・
会
場　

瑞
穂
公
民
館

盛
り
沢
山
の
内
容
で
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

柳

原

◇
柳
原
地
区
敬
老
会
祝
賀
会

　

９
月
15
日
に
は
大
川
会
場
で
、

16
日
に
は
柳
原
会
場
で
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
70
歳

以
上
の
対
象
者
は
両
会
場
合
わ
せ

て
２
６
８
人
、
そ
の
う
ち
、
約
70
人

の
方
に
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
三
味
線
の
演
奏
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
開
催
さ

れ
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

文
化
祭
で
は
児
童
生
徒
の
作
品

展
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
成
し

た
作
品
展
示
、
健
康
相
談
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
の
企
画
展
と

し
て
は
小
佐
原
遺
跡
出
土
品
の
展

示
を
行
い
、
26
日
に
は
国
際
交
流

員
リ
ア
ン
さ
ん
と
の
交
流
、
27
日

に
は
柳
原
地
区
駅
伝
大
会
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
企
画
で
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
期
日　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館　

☎
62
５
５
６
２

富

倉

◇ 

富
倉
地
区
敬
老
会　

　

９
月
25
日
、
富
倉
地
区
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
地
区
敬
老
会
を
開

催
、
75
歳
以
上
の
対
象
者
38
名
の

内
26
名
の
方
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
飯
綱
町

か
ら
久
遠
峯
志
さ
ん
を
招
き
サ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ン
に
よ
る
歌
謡
曲
や
童

謡
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
初
は
、「
お
ら
、
お
ん
な
じ

格
好
で
じ
っ
と
し
て
ら
ん
ね
さ
け
、

行
か
ん
ね
や
っ
」
な
ん
て
言
っ
て

た
方
も
、
何
と
か
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、「
ま
〜
ん
で
、
良

か
っ
た
！
」
と
笑
顔
で
帰
っ
て
い

か
れ
ま
し
た
。

外

様

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　

９
月
22
日
、
外
様
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
と
外
様
公
民
館
の

共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の

対
象
者
（
昭
和
20
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）
は
１
９
６
名
。

そ
の
う
ち
45
人
の
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
元
気
な
フ
レ
ッ
シ
ュ

ば
あ
ず
の
登
場
や
み
ん
な
で
歌
い

ま
し
ょ
う
の
合
唱
に
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

健
康
に
留
意
さ
れ
、
来
年
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

前
夜
祭
で
は
各
種
演
芸
等
が

登
場
し
、
文
化
祭
で
は
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
前
夜
祭　

10
月
26
日
㈯

・
文
化
祭　

10
月
27
日
㈰

◇
バ
ス
ハ
イ
ク

　

今
年
も
お
菓
子
工
場
の
見
学
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
期
日　

11
月
11
日
㈪

常

盤
　

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　
９
月
16
日
常
盤
公
民
館
に
お
い

て
、
地
区
内
の
75
歳
以
上
の
お
年

寄
り
66
名
を
迎
え
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
御
祝
い
の
言
葉
を
は

じ
め
、
常
盤
小
学
校
６
年
生
に
よ

る
学
校
生
活
の
報
告
発
表
と
合

唱
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
寄
せ
植
え
講
習
会
開
催

　

10
月
２
日
常
盤
公
民
館
に
て

寄
せ
植
え
講
習
会
が
開
催
さ
れ

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
楽
し
め
る
秋
の
花
が
数
多

く
用
意
さ
れ
、
参
加
者
が
好
み

の
花
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
華
や
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作

品
が
完
成
し
ま
し
た
。
文
化
祭

に
出
展
し
ま
す
。
見
に
来
て
ね
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭
開
催

　

常
盤
地
区
文
化
祭
が
10
月
27

日
㈰
午
前
９
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
常
盤
地
区
児
童
・
生
徒
の
作

品
展
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
成

し
た 

腕
自
慢
展
、
バ
ザ
ー
や
健
康

相
談
、
常
盤
水
害
の
ビ
デ
オ
上
映

等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

包
丁
研
ぎ
、
遊
び
の
広
場
、
甲
子

園
出
場
の
記
念
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。

　

午
後
に
は
常
盤
地
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
駅
伝

や
剣
道
大
会
も
開
催
し
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

太

田

◇
太
田
地
区
敬
老
会

　

９
月
29
日
に
敬
老
会
・
合
同

金
婚
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
敬
老

会
に
は
80
余
名
の
皆
さ
ん
に
出
席

い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
当
地
区
の
金
婚
式
該
当

者
は
６
組
お
ら
れ
ま
し
た
。
長
年

連
れ
添
わ
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、
お

互
い
の
い
た
わ
り
の
空
気
を
感
じ

ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
文
化
祭

　
太
田
地
区
文
化
祭
は
10
月
27
日

㈰
に
実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
の
自

慢
の
作
品
を
出
展
し
て
く
だ
さ
い
。 

岡

山

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
・
骨

盤
歪
み
改
善
講
座(

第
二
回
目)

参
加
者
募
集

　

今
年
度
の
二
回
目
の
講
座
と
な

り
、
11
月
５
日
㈫
に
リ
ン
パ
さ
ら

さ
ら
ケ
ア
ー
（
岡
山
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
）、
11
月
11 
日
㈪
に
骨

盤
歪
み
改
善
講
座
（
羽
広
山
多

目
的
集
会
所
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
師

に
は
和
田
令
子
さ
ん
、
骨
盤
歪
み

改
善
講
座
講
師
に
は
三
嶋
絵
利

加
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
体
験
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
持
ち
物
に
、
バ
ス

タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
タ
オ

ル
。
募
集
人
員
は
、
各
講
座
先
着

の
15
名
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
戸

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
是
非
一
度
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
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趣　
味
・
実　
用

「
ゆ
っ
く
り
力
」
で
い
い
人
生
を
お
く
る

斎

藤

茂

太

虐
待
死

川
崎
二
三
彦

介
護
職
が
い
な
く
な
る

結

城

康

博

い
つ
の
間
に
!?
コ
コ
ま
で
変
わ
っ
た
学
校
の
教
科
書

コ
ン
デ
ッ
ク
ス
情
報
研
究
所

地
元
を
再
発
見
す
る
！
手
書
き
地
図
の
つ
く
り
方

手
書
き
地
図
推
進
委
員
会

日
本
全
国
池
さ
ん
ぽ

市

原

千

尋

子
ど
も
と
一
緒
に
覚
え
た
い
貝
殻
の
名
前

東
海
大
学
海
洋
部

脳
卒
中
の
再
発
を
防
ぐ
本

平

野

照

之

聞
こ
え
て
い
る
の
に
聞
き
取
れ
な
い
Ａ
Ｐ
Ｄ
聴
覚
情
報
処
理
障
害
が
ラ
ク
に
な
る
本

平

野

浩

二

痛
み
が
消
え
る
「
き
く
ち
体
操
」

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

日
本
の
乗
用
車
図
鑑

自
動
車
史
料
保
存
委
員
会

カ
ス
ハ
ラ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
＋
」
取
材
班

川
瀬
巴
水
作
品
集

川

瀬

巴

水

い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
紙
バ
ン
ド
で
作
る
か
ご
編
み
の
教
科
書

古

木

明

美

 

よ　
み　
も　
の

命
あ
れ
ば

瀬
戸
内
寂
聴

ア
ス
リ
ー
ツ

あ
さ
の
あ
つ
こ

湘
南
婦
人

石
原
慎
太
郎

流
葉
断
の
太
刀

上

田

秀

人

縁

小
野
寺
史
宜

楽
園
の
真
下

荻

原　

浩

定
価
の
な
い
本

門

井

慶

喜

盲
剣
楼
奇
譚

島

田

荘

司

ム
ゲ
ン
の
i

知
念
実
希
人

死
に
ゆ
く
者
の
祈
り

中
山 

七
里

罪
と
祈
り

貫

井

徳

郎

落
日

湊

か

な

え

イ
モ
ム
シ
偏
愛
記

吉
野
万
理
子

 

大　
活　
字

「
そ
の
後
」
が
凄
か
っ
た
！
関
ケ
原
敗
将
復
活
へ
の
道

二

木

謙

一

心
を
動
か
す
話
し
方

堀　

紘

一

大
き
な
字
の
和
の
感
情
こ
と
ば
選
び
辞
典

学
研
プ
ラ
ス

 

郷　
　
　
土

飯
綱
町
の
歴
史
と
文
化　
第
６
号

飯
綱
町
教
育
委
員
会

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館

明
治
維
新
前
後 

長
野
県
下
高
井
郡 

旧
市
川
村
で
活
躍
し
た
人
々

齊

藤

正

人

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
中
国
に
墓
を
送
っ
た

飯

島

春

光

お
は
な
し
12
ヶ
月

あ
さ
だ
り
ん

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

秋
・
お
気
に
入
り
の
１
冊
を･･･

第
73
回
読
書
週
間

 

　空を見て、天気が予想できたら
楽しいですね。本書は実際の天気
の写真 89例を掲載し、雲のでき
方、風の流れ、光の様子などから、
今後予想される天気の変化を解説
しています。空のいろいろな顔を
見ることができ、読んでも見ても
楽しめる1冊。この本を読んだ後
は、空を見上げたくなります。

「
今
の
空
か
ら
天
気
を
予
想
で
き
る
本
」

武
田 

康
男
／
著
　

◇ 図書館カレンダー ◇
11/1 金 移動図書館車②今井 ･西大滝

2 土
３ 日 10:30 ～おはなしひろば
4 月
5 火 休館日（祝日振替）
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車④太田 ･富倉
9 土

10 日 10:30 ～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
16 土
17 日 10:30 ～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車④太田 ･富倉
23 土
24 日 10:30 ～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
29 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
30 土
■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本
らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

緑　書　房

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま

で
、（
公
財
）
読
書
推
進
運
動
協

議
会
主
催
に
よ
る
「
第
73
回
読
書

週
間
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
読
書
週
間
が
開

催
さ
れ
て
か
ら
70
年
以
上
が
経

ち
、
読
書
週
間
は
国
民
的
行
事
と

し
て
定
着
し
、
日
本
は
世
界
有
数

の
「
本
を
読
む
国
民
」
の
国
と
な

り
ま
し
た
。本
年
の
読
書
週
間
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
本

に
親
し
み
、
読
書
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
の
時
間
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
夜
も
長
く
な
り
、
読

書
を
す
る
に
も
ち
ょ
う
ど
良
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
図
書

館
に
は
、
約
12
万
６
千
の
所
蔵
資

料
が
あ
り
ま
す
。「
小
さ
い
文
字

を
読
む
の
が
億
劫
で
…
」
と
い
う

方
に
は
、「
大
活
字
本
」
と
言
わ

れ
る
一
般
の
本
よ
り
も
文
字
が
大

き
く
、
行
間
が
広
い
本
も
様
々
な

テ
ー
マ
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
を
巡
回
す
る
移
動
図
書

館
の
ご
利
用
も
あ
わ
せ
、
こ
の
秋

お
気
に
入
り
の
１
冊
を
、
ぜ
ひ
手

に
取
っ
て
見
つ
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

本のリサイクル市
ラストセール

期日　11 月３日㈰
時間　9 : 3 0 ～ 16 : 3 0
場所   移動図書館車 車庫

読
書
週
間

関
連
イ
ベ
ン
ト

　

読
書
週
間
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
11
月
3
日
に
「
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
市
ラ
ス
ト
セ
ー
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

先
日
開
催
し
た
図
書
館
ま
つ

り
の
中
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
市
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
が
、「
図

書
館
ま
つ
り
は
行
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」「
ま
だ
ま
だ
読
み
た
い

本
を
探
し
た
い
」
と
い
う
方
な
ど

な
ど
、
大
勢
の
方
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
の
本
も
1
冊
10
円
で
の
販
売

と
い
う
こ
と
で
大
変
好
評
で
、
昨

年
は
１
千
冊
を
超
え
る
本
が
新
し

い
所
有
者
へ
渡
り
ま
し
た
。

　

読
書
週
間
に
、
ぜ
ひ
１
冊
の
本

を
。
か
つ
て
読
ん
で
み
た
か
っ
た

あ
の
本
に
出
会
え
る
場
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

▶
大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
あ
り
ま
す

　

10
月
は
、
先
日
開
催
し
た
図

書
館
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
ち
な

ん
だ
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

①
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

図
書
館
ま
つ
り
で
お
な
じ
み
の

イ
ベ
ン
ト「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」は
、

自
分
が
面
白
い
と
思
う
本
の
魅
力

を
５
分
間
で
発
表
し
合
い
、
聴
衆

の
投
票
に
よ
り
チ
ャ
ン
プ
本
を
決

め
る
書
評
合
戦
で
す
。

　

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
図
書
館
ま
つ
り
で
開
催
し
た

7
回
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
チ
ャ

ン
プ
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。「
自
分
も
バ
ト
ラ
ー
に
な
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
方
に
は
、
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
書
か
れ
た
本
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◀
携
帯
電
話
版

◀
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

図
書
館
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
図
書
館
か
ら

の
お
知
ら
せ
、
ご
利
用
状
況
、
貸
出
・

予
約
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
確
認
と
、
蔵

書
検
索
と
資
料
の
予
約
、
新
刊
・
新
着

資
料
検
索
、
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
な
ど
が

で
き
ま
す
。

市立飯山図書館QRコード

今
月
の
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
紹
介

②
昭
和
を
振
り
返
る

　

図
書
館
ま
つ
り
で
は
、「
よ
み

う
り
回
想
サ
ロ
ン
」
映
像
の
上
映

会
を
開
催
し
、
昭
和
の
時
代
を
振

り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活

に
使
わ
れ
た
道
具
や
当
時
の
音

楽
、
昔
の
飯
山
や
北
信
濃
の
様
子

が
わ
か
る
写
真
集
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
昭
和
を
感
じ
ら
れ
る

資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
よ
み
う
り
回
想
サ
ロ

ン
」
の
映
像
資
料
は
、
図
書
館
内

の
視
聴
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
旬
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト

を
取
り
入
れ
、
随
時
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

来
館
の
際
は
「
今
回
は
何
だ
ろ

う
？
」
と
、
立
ち
止
ま
っ
て
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

貸出回数が多かった本（2019.9.1 ～ 9.30）
順位 資　料　名 著 編 者
1 超図解野菜の生育診断＆回復ワザ 『やさい畑』菜園クラブ
１ シニアのための防災手帖 三平　洵
２ 「ゆっくり力」でいい人生を送る 斎藤 茂太
２ ケーキの切れない非行少年たち 宮口 幸治
２ きのう、きょう、あした。 つばた 英子
２ 一切なりゆき /樹木希林 120 の遺言 樹木 希林
２ 犯罪小説集 吉田 修一
※貸出回数 1位 5回、2位 3回。2位は上記のほか 27タイトルあり。
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いいやま

携帯電話でアクセス

歳末激励贈呈事業の
お知らせ

詳しくは
飯山市社会福祉
協議会HPを
ご覧

敬
老
祝
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た

令
和
元
年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
開
講
！

　

敬
老
の
日
に
際
し
、
飯
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
共
同
募
金

配
分
金
事
業
の
敬
老
祝
品
と
し
て

米
寿
の
方
に
座
布
団
、
白
寿
の
方

に
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

区
長
会
、
民
生
委
員
さ
ん
を
通

じ
配
ら
れ
た
ほ
か
、
各
地
区
で
開

催
さ
れ
た
敬
老
会
で
渡
さ
れ
ま
し

た
。
祝
品
を
受
け
取
ら
れ
た
方
か

ら
は
喜
び
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

外様地区敬老会の様子

　

10
月
1
日
よ
り
飯
山
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
、
結
婚
相
談
所
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
は
「
い
い

や
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。

　

独
身
の
男
女
に
対
し
、
気
軽

に
結
婚
の
相
談
が
で
き
る
場
所
の

提
供
と
出
会
い
の
機
会
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
対
象
者
は
市
内
の
独
身
男
性

と
そ
の
家
族
お
よ
び
独
身
女
性
と

そ
の
家
族
で
す
。

　

相
談
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
別

途
相
談
日
あ
り
）
の
、
午
前
9
時

〜
12
時
、
午
後
1
時
〜
4
時
ま

で
で
す
。

　

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
予
約
受
付
は
、
平

日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
で

す
。
予
約
に
つ
い
て
の
専
用

番
号
は
、
☎
６
２-

７
０
３
０

で
す
。

　

詳
細
は
飯
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

飯
山
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
赤

い
羽
根
共
同
募
金

を
財
源
と
し
て
介

護
者
の
方
や
母
子
・

父
子
世
帯
に
な
っ

た
方
等
に
対
し
て

歳
末
激
励
と
し
て

「
愛
の
し
る
し
共
通

商
品
券
」（
千
円
×

5
枚
）
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
対
象

者
は
、
重
度
要
介

護
高
齢
者
お
よ
び

重
度
心
身
障
害
者

（
児
）
で
、
介
護
度
3
・
4
・
5
の

介
護
者
、
平
成
30
年
11
月
1
日
〜

令
和
元
年
10
月
31
日
の
1
年
間
に

母
子
・
父
子
家
庭
に
な
っ
た
世
帯
、

生
活
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
（
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
す
。
担

当
地
区
の
民
生
委
員
よ
り
贈
呈
を

し
ま
す
。
ま
た
、
母
子
・
父
子
世

帯
及
び
生
活
に
困
難
を
抱
え
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
各
自
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
書

類
は
、
飯
山
市
社
協
事
務
局
（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）・
各
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・
館
・

ク
ラ
ブ
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
場
合
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

令
和
元
年
11
月
1
日
㈮

〜
令
和
元
年
11
月
29
日
㈮

　

事
業
に
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

商
店
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
随
時

募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。
飯
山
市

社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
事
業
で
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
配
分
金
を
財

源
と
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
住
民
の

助
け
合
い
活
動
、

住
民
参
加
の
活
動
、

学
校
に
お
け
る
福

祉
普
及
活
動
な
ど

を
振
興
す
る
団
体

に
対
し
、
助
成
金

の
配
分
を
行
い
ま

す
。

　

対
象
団
体
は
、

地
域
福
祉
等
の
増

進
に
資
す
る
た
め

の
活
動
等
を
行
う

団
体
で
、
事
業
目

的
が
明
確
な
非
営
利
の
住
民
組
織

団
体
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
と
な
り
ま

す
。

　

対
象
団
体
に
は
申
請
内
容
を
審

査
の
上
、
最
大
5
万
円
、
福
祉
普

及
校
に
は
中
高
等
学
校
3
万
円
、

小
学
校
1
万
5
千
円
が
配
分
さ
れ

ま
す
。

　

助
成
を
ご
希
望
の
団
体
は
、
後

述
の
【
募
集
期
間
】
内
に
当
協
議

会
ま
で
【
必
要
書
類
】
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。【
助
成
期
間
】
の

内
に
行
わ
れ
る
活
動
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
内
容
に
よ
り
対
象
と
な

ら
な
い
活
動
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
当
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

令
和
元
年
11
月
1
日

〜
令
和
元
年
12
月
5
日

【
必
要
書
類
】

⑴
令
和
2
年
度
地
域
を
良
く
す

る
し
く
み
づ
く
り
助
成
金
申
請
書

※
当
協
議
会
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

⑵
団
体
の
活
動
内
容
が
分
か
る
左

記
書
類
（
様
式
任
意
）

　

①
団
体
の
規
約
ま
た
は
会
則

　

②
事
業
計
画
書

　

③
会
員
名
簿

【
助
成
期
間
】

令
和
2
年
4
月
1
日
〜
令
和
3

年
3
月
31
日

令和 2年度
地域を良くするしくみづくり

助成金のお知らせ

　

今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金

事
業
と
し
て
「
地
域
を
良
く
す
る

寄
付
つ
き
商
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
商
店
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
店
頭

で
販
売
し
て
い
る
対
象
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
等
の
購
入
・
利
用
を
す

る
と
、
そ
の
売
上
金
の
一
部
が
赤

い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
る

と
い
う
事
業
で
す
。
期
間
は
10
月

1
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　

参
加
店
は
以
前
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
7
店
舗
様
と
今
年

は
新
た
に
た
ち
ば
な
や
酒
店
様
が

加
わ
り
ま
し
た
！
ぜ
ひ
本
事
業
に

加
盟
の
店
舗
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

対
象
と
な
る
商
品
の
購
入
や
利
用

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。飯山市社会福祉飯山市社会福祉 10月１日～

　　12月10日

募金にもいろんな方法
があるんだね
これなら気軽にできそう

こんなふうに
集められたお金は
使われてるんだ！

　

今
年
は
「
傾
聴
」
に
つ
い
て
養

成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
お
仕
事

で
も
、
誰
か
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
時
に
は
そ
の
人
の
話
を

「
聴
く
」
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。
で
も
、ち
ゃ
ん
と
「
聴

く
」
こ
と
っ
て
普
段
か
ら
で
き
て

い
ま
す
か
？

　

人
は
誰
で
も
「
自
分
の
事
を
理

解
し
て
ほ
し
い
、
認
め
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
望
が
あ
り
、
生
き
て
い

く
力
を
生
み
出
す
大
切
な
要
素
で

す
。

　

そ
こ
で
日
頃
か
ら
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
傾
聴
に

つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
ま
す
。

令和元年度　ボランティア養成講座
会 　 場：第１・２・４回　
　　　　　　飯山市福祉センター３階 会議室３・４
　　　　　　第３回

　 　飯山市公民館2階 講堂
参加対象者：どなたでも！
講 師：長野県傾聴ボランティア連絡協議会 様
日程・内容：
　第1回  11 月 30日（土）13：00～ 15：30
　　　 「傾聴について　理論編」
　第2回  12 月   7 日（土）13：00～ 15：30
   　    「傾聴について　実習編」
　第3回   3 月   1 日（日）13：00～ 12：00
　　　 「見守りとうど衆研修と合同」(予定 )
　第 4回   3 月   7 日（土）13：00～ 16：00
   　    「今後の活動について」
参 加 費：500円（資料代）

１１月３日
（日・祝）

ふれあいまつりを本町
ぶらり広場、福祉セン
ターで開催します！
飯山えびす講と同時開
催！

募金にもいろんな方法

きそう



施  設  名  等 ご　　芳　　名 内　　容　　等

湯の入荘

コーロ・カメリア 様 コンサート
ナルク飯山 様 フリーマーケット
玉泉道場 様 剣詩舞

鷲森 則子 様 作品展示
（ちぎり絵、水墨画）

滝沢 タミノ 様 作品展示（ちぎり絵）

常岩の里
ながみね

廣瀬 岳 様 環境整備
ボランティア

上松 潤 様 飾り花サークル
ボランティア

田中 さと子 様
ときわひろば
ボランティア

フレッシュばぁず 様
お話バケット 様
水野 かをり 様

飯山
児童クラブ

飯山高校
JRC部 様

児童との遊びの
交流

北部子育て
支援センター

常盤井 育子 様
おまつりごっこ
手伝い小出 美知子 様

飯塚 君子 様
瑞穂
児童クラブ 吉原 光恵 様 本の読み聞かせ
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令和元年8月 21日～令和元年9月 20日分

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、飯山市社会福祉協議会☎62-2840まで

ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご　　芳　　名 物　品・金　額 備　　　考
相澤 はま江 様 くず入 ご寄附 善意銀行

丸山 工 様 切り花（ワレモコウ）
ご寄附 湯の入荘

沼田 一男 様 切り花（くじゃく草）
ご寄附

佐藤 曉 様 オムツ他 ご寄附 デイサービス
ゆきつばき渡辺 様 オムツ他 ご寄附

匿名 様 ゴミ袋 ご寄附 デイサービス外様
ご　訪　問

施　設　名　等 ご　　芳　　名 内　　容　　等
デイサービス
ゆきつばき

あけぼの会 様 古布で布切り
コーロ・カメリア 様 ハーモニカ演奏

デイサービス常盤 とがり保育園 様 歌、ダンス、交流
田中 克巳 様 キーボード演奏、歌

デイサービス瑞穂 藤の会 様 秋祭りのお手伝い

飯山学園

国立妙高青少年の家 様 キャンプ招待
玉川大学 様 子どもたちとの交流
飯山地区
更生保護女性会 様 日中保育

ナルク飯山 様 日中保育

今
月
の

・
朝
起
き
て
良
い
天
気
か
と
空
を
見
る

・
い
つ
の
日
か
遠
い
世
界
へ
旅
に
出
る

・
お
知
ら
せ
で
熊
が
出
た
よ
と
聞
か
さ
れ
る

　
　
　
　

常
盤　
　
上
原　

平
次
郎

・
光
陰
矢
の
ご
と
し
い
つ
の
ま
に
か

97
才
の
バ
ー
ス
デ
ィ
ー

・
今
日
も
無
事
す
ぎ
て
感
謝
の
二
字
を
胸
に
抱
く

・
継
ぎ
目
か
ら
こ
ぼ
れ
は
じ
め
た
記
憶
力

・
物
忘
れ
み
ん
な
長
寿
の
せ
い
に
す
る

　
　
　
　

常
盤　
　
　

 

小
野　
し
ま

・
少
し
ず
つ
夕
暮
れ
早
く
秋
深
し

・
し
し
舞
い
の
た
い
こ
の
音
や
村
ま
つ
り

・
三
食
を
お
い
し
く
食
べ
て
長
く
生
き

　
　
　
　

飯
山　

    

石
沢　
タ
ツ
エ

・
球
児
ら
の
健
闘
称
へ
冷
奴

・
大
舞
台
踏
ん
で
成
長
球
児
秋

・
一
球
に
全
身
全
霊
込
め
し
秋

東
京
都　
　
阿
部　
つ
ぎ
を

・
屈
み
つ
つ
草
ぬ
く
畑
に
香
の
た
ち
て

雑
草
の
花
々
に
心
安
ら
ふ

・
祖
母
・
母
の
素
朴
な
料
理
を
今
わ
れ
の

日
々
食
卓
に
そ
っ
と
並
べ
り

　
　
　
　
　

飯
山         　

丸
山　

昌

日 曜 地　　区
1 金 戸狩 8：50

2 土 下木島 8：50、坂井 8：55
天神堂 9：00　①

5 火
曙町 8：50、奈良沢 8：55
上倉 9：00、肴町・福寿町
（２便カラオケ）

6 水 大久保 8：50

7 木 堀之内 9：00
五束・柳沢 9：05、小境 9：10

8 金
中谷 8：45、大川 9：00
市ノ口 9：10、
神明町・愛宕町・田町・北町

9 土
顔戸 8：40
中曽根・中条・法寺 8：50、尾崎
上水沢 9：00、大池、下水沢、大塚

12 火 湯の入健康教室
13 水 今井 9：00
14 木 飯山市老人クラブ大会・芸能大会

15 金
荒舟 8：45
新田・深沢・上組 8：55
北組 9：00、中町 9：05、北畑 9：10

16 土 西大滝 8：45、藤沢 8：55、桑名川
上野 9：10、大倉崎

19 火
小沼 8：50、戸隠 9：00
柳新田 9：05
（２便カラオケ）

20 水 栄町 9：00、新町 9：05
上町・鉄砲町 9：10、本町

21 木
北原 8：45
柏尾・小菅・針田・関沢 9：00
戸那子 9：05
中組・富田・福島 9：10、神戸

22 金
山岸 8：45、其綿 8：50
吉・安田・上新田 9：00
野坂田 9：10

26 火 湯の入健康教室

27 水 下木島 8：50、坂井 8：55
天神堂 9：00　②

28 木
上境 8：40、羽広山 8：55
温井・三郷 9：00、曽根、蕨野 9：10
瀬木・五荷・北条 9：15 、大深

29 金
四ツ屋 8：45、
山口・藤ノ木・小佐原 8：55、
南条、上新田・笹川 9：00

30 土 同好会発表会
※ 10月から外様、長峰、千曲、西大滝、桑名川、
今井等ルートが変更となっております。

※お問い合せ：湯の入荘　☎ 65-3312

　　　　募　各種義援金を募集しております

　　　　
知

名　称 受付期間
令和元年台風第 15 号千葉県災害義援金 令和元年 12月 30 日（月）まで
令和元年８月佐賀県豪雨災害義援金 令和 2年 2月 28 日（金）まで
京都府京都市伏見区で発生した放火事件
に係る被害者義援金 令和元年 10月 31 日（木）まで

○ 募集中の義援金

義援金の受入口座等詳細は飯山市社会福祉協議会のホームページをご覧くだ
さい。また、飯山市社会福祉協議会の窓口でも受け付けております。皆

さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

〒
３
８
９-

２
２
５
３ 飯

山
市
大
字
飯
山
１
２
１
１-

１

　

  　
　

社
会
福
祉
法
人

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
「
今
月
の
歌
」
係 

宛

　すべての人が幸福感と生きがいの持てる地域づくりを目指して、地域・学
校・家庭が相互に連携を深め、また、各機関の取り組みや関連情報を交換し、
福祉教育を効果的に進めていくため、地域共生社会を築く「思いやりの心」
をどう育むのかを考え、ボランティアとして一歩踏み出すきっかけとなるよ
う福祉教育懇談会を開催します。多くの方のご参加をお待ちしております。
　当日は託児サービスを実施いたします。
　お問い合わせ、託児をご希望の方は、飯山市社会福祉協議会までご連絡く
ださい。

【日 時】11 月 24 日（日）　13：30 ～ 16：00（受付 13：00 ～）
【会 場】飯山市公民館　2階講堂
【内 容】
　　講演会「思いやりの心を育む地域をつくる」
　　講師・コーディネーター　小林　博明 氏
　　シンポジウム「私たちにできること」
　　シンポジスト　飯山地区子ども会育成連絡協議会 代表 小林 一久 氏
　　 　　　　　　  城南中学校 教諭 水野 力 氏
　　 　　　　　  　シニア大学卒業生 吉越 一二 氏

せら知おのらか荘入の湯

お問合せ  ☎：65-3312    ※お越しの際は入館協力費 300円をご持参ください。

　日　時　11月30日(土 )　9：30～
　 湯の入荘にて活動している 16グループの同好会の発表会をいます。

・大正琴、民謡、舞踊、カラオケ同好会等の発表
・パッチワーク、ちぎり絵、絵画などの作品展示
・ノルディックウォーク、ゲートボールの活動記録の展示
・パソコン同好会による実演    　　　など

大勢の皆さまの来館をお待ちしています。

飯山市共同募金委員会では 9月より下記の義援金を募集しております。

　 
　会場：飯山市福祉センター ( 本町 )

ふれあい相談
毎週水曜日
9：00 ～ 12：00 要予

約
総合相談
11月20日（水）
9：00 ～ 15：00 予約

不要弁護士による無料法律相談
11：00 ～ 15：00

行政、女性、人権、家庭、法律相談など無料でご相談いただけます。



【事件案３件】
◇辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
◇平成 30 年度飯山市水道事業会計未処分利益剰余
　金の処分について
◇専決処分事項の承認を求めることについて
　【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第２号）】
【人事案１件】
◇教育委員会委員の任命に関する同意を求めること
　について　　　　新任：松木英文　氏 (秋津）
【諮問１件】
◇人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ
　とについて　　　再任：丸山信一　氏（飯山）
　　　　　　　　　新任：栗岩明浩　氏（外様）
【請願3件】
◇義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願
◇国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増
　額を求める請願
◇加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度
　の創設を求める請願
【意見書２件】
◇義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
◇国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増
　額を求める意見書

◇ 令和元年 9 月定例会で審議された議案等 ◇

　

本
定
例
会
で
は
平
成
30
年
度
歳
入
歳

出
決
算
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
、
条

例
案
、
人
事
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
県
内
中
南
信
地

域
に
拡
大
し
て
い
る
「
豚と

ん
コ
レ
ラ
」
蔓ま
ん
え
ん延

防
止
の
た
め
、
当
市
の
養
豚
農
家
へ
の
支

援
に
緊
急
を
要
す
る
補
正
予
算
が
提
出
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
39
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。　

　

最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、
各
常

任
委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審

査
結
果
の
報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

審
議
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
認
定
・
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
関
す
る
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
は
全
員
一
致
で
同
意
し
、
諮
問
「
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は
全
員
一

致
で
適
任
と
認
め
ま
し
た
。
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賛否がわかれた議案の表決結果

○＝賛成　　●＝反対

議
案
番
号

吉

越

利

明

水

野

正

彦

岸

田

眞

紀

飯

田

健
一

西

澤
一
彦

松

本

淳
一

市

川

久

芳

渡
辺
美
智
子

高

山

恒

夫

上

松

永

林

佐
藤　

正
夫

久
保
田
幸
治

小
林
喜
美
治

山

﨑
一
郎

石

田

克

男

議
決
結
果

60 平成 30 年度飯山市一般会計歳入歳出決算
委員会 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● ● 長 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可決
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可決

70 平成 30 年度飯山市駐車場事業特別会計歳入歳
出決算

委員会 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

71 平成 30 年度飯山市水道事業会計歳入歳出決算
委員会 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

72 令和元年度飯山市一般会計補正予算（第３号）
委員会 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

82 令和元年度飯山市駐車場事業特別会計補正予算
（第１号）

委員会 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

83 令和元年度飯山市水道事業会計補正予算（第１号）
委員会 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議 員 名

議 案 等 名

意見書 件　　　名 議決結果
３ 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書 可　決 ( 全員一致 )
４ 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書 可　決 ( 全員一致 )

◎意見書の審議結果

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
25
日

ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
概
要

【決算認定12件】
◇平成30年度　飯山市一般会計・各特別会計10件・
　水道事業会計歳入歳出決算
【補正予算案13件】
◇令和元年度　飯山市一般会計 2 件・各特別会計　
　10 件・水道事業会計補正予算
【条例案9件】
◇下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用
　することに伴う関係条例の整備に関する条例
◇飯山市税条例の一部を改正する条例
◇飯山市税条例等の一部を改正する条例の一部を改
　正する条例
◇飯山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
　業の運営に関する基準を定める条例及び飯山市特
　定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育
　料等に関する条例の一部を改正する条例
◇飯山市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を
　改正する条例
◇一般職の職員の退職手当に関する条例の一部を改
　正する条例
◇飯山市消防団員の定員、任免、服務等に関する条
　例の一部を改正する条例
◇飯山市営住宅条例の一部を改正する条例
◇飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例

請願 件　　　名 提 出 者 委員会審査 本会議
２ 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願 飯山市教職員組合 採択 可決

３ 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求め
る請願 飯山市教職員組合 採択 可決

４ 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を
求める請願

全日本年金者組合
飯水岳北支部 継続審査 継続審査

◎請願審議等の結果

一
般
質
問
（
９
月
10
日
～
12
日
）
12
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
約
に
つ
い
て

は
11
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　市川議員の一般質問において、市民に誤解を与える発言と市長に対する不適切な発言があったため、質問
を中断し議会運営委員会で発言について協議をしました。結果、再開後の議場において議長から厳重注意が
なされ、市川議員が謝罪しました。
　なお、後日開催した議会運営委員会において市川議員に不適切な発言を取り消すよう求めましたが、発言
の取消し勧告に応じなかったため議長職権で発言を取り消しました。

9月定例会での厳重注意と発言取消し
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

令
和
元
年
度　

飯
山
市
一
般
会
計
・

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
　

台
風
15
号
に
よ
る
千
葉
県
内
で
発

生
し
た
大
規
模
停
電
は
長
期
間
地
域
に
深

刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
当

地
域
に
お
け
る
防
災
危
機
管
理
体
制
に
つ

い
て
再
確
認
す
る
こ
と
。

◎
庶
務
課

　
　
　
市
役
所
か
ら
の
電
話
を
不
在
着
信

し
た
場
合
、
発
信
し
た
担
当
部
署
が
判
明

し
な
い
た
め
に
返
信
で
き
ず
に
不
便
を
き

た
し
て
い
る
と
の
市
民
か
ら
の
指
摘
が
あ

る
の
で
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

意
見

意
見

予
算
決
算
常
任
委
員
会

※
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
お
よ
び

意
見
と
﹆
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
抜
粋

し
て
掲
載
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
議
案
審
査

平
成
30
年
度　
飯
山
市
一
般
会
計
・

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
歳

入
歳
出
決
算

◎
庶
務
課

　
　
庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
ど
の
く
ら

い
節
減
で
き
た
の
か
。

　
　

電
力
使
用
量
は
、
昨
年
度
に
比
べ

４
７
１
３
㌾
削
減
と
な
っ
た
。

◎
危
機
管
理
防
災
課
　
　

　
　
消
火
栓
の
管
理
に
つ
い
て
雪
が
多
く

降
っ
た
と
き
な
ど
消
防
団
で
は
掘
り
出
せ

な
い
場
合
が
あ
る
。
多
雪
型
の
希
望
が
あ

る
と
聞
く
が
申
請
方
法
の
周
知
は
ど
う
か
。

　
　

毎
年
10
月
に
区
長
会
、
消
防
団
で
翌

年
度
の
消
防
施
設
要
望
を
と
っ
て
い
る
。
多

雪
型
に
つ
い
て
、
毎
年
か
な
り
の
数
の
希
望

を
い
た
だ
く
が
、
本
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、

順
次
更
新
を
行
っ
て
い
る
。

答 問答問

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　

ク
マ
が
頻
繁
に
出
没
し
学
校
近
く
で

も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
マ
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

学
校
近
辺
で
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

各
学
校
か
ら
メ
ー
ル
配
信
で
保
護
者
へ
連

絡
を
し
て
い
る
。
青
パ
ト
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
な
ど
、
学
校
と
連
携
し
て
子
ど
も

の
安
全
確
保
に
つ
と
め
る
。

答 問

石川県　かほく市議会

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察
報
告

○
福
井
県　
越
前
市

○
石
川
県　
か
ほ
く
市

　
８
月
６
日
㈫
福
井
県
越
前
市
議
会
﹆
７

日
㈬
石
川
県
か
ほ
く
市
議
会
を
視
察
。
議

会
活
性
化
の
取
り
組
み
﹆
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
﹆
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
越
前
市
議
会
で
は
﹆
議
会
基
本
条
例
を

平
成
22
年
に
制
定
﹆﹁
議
会
と
市
民
と
の

語
る
会
」
を
自
治
振
興
会
ご
と
に
開
催
し
﹆

﹁
議
会
報
告
」﹆﹁
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
市
政

課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
」
を
実
施
﹆

そ
の
他
に
常
任
委
員
会
に
よ
る
各
種
団
体

と
の
語
る
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
か
ほ
く
市
議
会
で
は
﹆
議
会
基
本
条
例

を
平
成
25
年
に
制
定
﹆
議
会
改
選
後
﹆
検

証
を
行
う
。
議
会
に
よ
る
行
政
評
価
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
﹆
執
行
機
関
の
活
動

を
監
視
﹆
評
価
し
﹆
適
正
な
行
政
運
営
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。
議
会
報
告
会
に
つ

い
て
は
﹆
当
初
﹆
一
般
市
民
を
対
象
に
実

施
し
て
い
た
が
﹆
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
に
変
更
す
る
。

　
今
回
の
視
察
研
修
を
受
け
﹆
飯
山
市
議

会
と
し
て
﹆
３
月
に
設
置
し
た
﹁
飯
山
市

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」に
お
い
て
﹆﹁
議

会
基
本
条
例
」の
制
定
﹆﹁
議
会
の
あ
り
方
」﹆

﹁
議
会
と
市
民
と
の
語
る
会
」
の
実
施
等
を

検
討
す
る
な
ど
﹆
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

福井県　越前市議会

広報公聴分科会の様子

○
第
２
回
広
報
公
聴
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
21
日
開
催
）　

　
「
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
か
ら
見
て
議
会
に
望
む
こ
と
は
何

か
」
を
各
種
団
体
と
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
実
施
要
領
を
作
成

し
、
み
ゆ
き
の
青
年
会
議
所
等
若
者
と
の

意
見
交
換
を
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま

し
た
。

○
第
３
回
議
会
あ
り
方
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
23
日
開
催
）　

　

今
回
の
分
科
会
で
は
、
議
会
運
営
を
ス

ム
ー
ズ
に
、
ま
た
市
民
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
い
議
会
活
動
を
示
せ
る
よ
う
、一
般
質

問
や
議
会
の
各
委
員
会
、
全
員
協
議
会
な

ど
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
を
取
り
上
げ
、

ま
ず
ど
の
よ
う
に
課
題
を
解
決
し
て
い
く

か
、
ど
う
ル
ー
ル
づ
く
り
し
て
い
く
か
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
の
会
議
で
は
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
項
目
と
し
て

①
﹃
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
の
取
扱
い
﹄

②
﹃
全
員
協
議
会
の
ル
ー
ル
作
り
﹄

③
﹃
予
算
決
算
常
任
委
員
会
と
総
務
文
教・

産
業
民
生
各
常
任
委
員
会
と
の
兼
合
い
﹄

④
﹃
議
員
間
討
議
の
あ
り
方
﹄

な
ど
、
具
体
的
に
検
討
す
る
項
目
を
絞
り

込
み
、
次
回
以
降
に
は
、
こ
れ
ら
の
絞
り

込
ん
だ
課
題
を
ど
う
進
め
る
か
検
討
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
検
討
の
状
況
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
ご
意
見
等
を
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議会あり方分科会の様子

　
　

消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
で
定
数
な

ど
消
防
団
と
話
し
合
い
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

消
防
団
で
は
団
員
の
確
保
が
大
変
と

い
う
話
は
出
て
い
る
が
定
員
を
減
ら
す
話

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
現
状
を
調
査
し
な
け

れ
ば
と
い
う
段
階
で
あ
る
。

◎
企
画
財
政
課

　
　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
の
初
年

度
の
結
果
は
。

　
　

実
験
施
設
と
し
て
、
雪
室
が
ど
の
よ

う
な
産
品
に
効
果
が
あ
る
の
か
を
試
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　

高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
で
高

校
生
の
発
案
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
の
経
過

は
。

　
　

報
告
で
終
了
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

計
画
を
作
っ
て
終
わ
り
で
良
い
の
か
。

事
業
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
実
施

に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

高
校
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る
発
案

で
あ
り
、
営
業
レ
ベ
ル
に
見
合
っ
た
も
の
に

な
れ
ば
実
現
も
可
能
か
と
考
え
る
。
今
年

４
件
の
申
請
が
あ
り
、
提
案
し
な
が
ら
レ

ベ
ル
の
高
い
も
の
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
。

◎
事
業
戦
略
室

　
　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
は
、
ど
こ
ま
で
整
備

を
す
る
の
か
。

　
　

防
災
的
な
観
点
か
ら
各
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
へ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　

家
庭
児
童
相
談
室
の
相
談
件
数
が
多

い
。
相
談
の
実
情
と
相
談
員
は
何
名
か
。

答 問問 答問答 答 答問問 問

　
　

相
談
件
数
が
増
え
、
内
容
も
複
雑
に

な
っ
て
お
り
何
回
も
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。
相
談
員
は
、
２
名
の
家
庭

相
談
員
と
、
室
長
が
配
属
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

飯
山
児
童
ク
ラ
ブ
と
泉
台
児
童
ク
ラ

ブ
は
定
員
よ
り
登
録
者
数
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
定
員
を
変
更
し
な
い
の
か
。

　
　

恒
常
的
に
人
数
が
多
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
定
員
の
見
直
し
も
検
討
し
た
い
。

◎
保
健
福
祉
課

　
　

市
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
実
態
は
。

　
　

各
区
で
継
続
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
く
な
っ

た
と
こ
ろ
で
も
、
個
別
に
他
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
活
動
を
し
て
い
る
人
も
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

◎
市
民
環
境
課

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
啓
発
は
。

　
　
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会

議
に
お
い
て
方
針
が
出
さ
れ
、
令
和
３
年
よ

り
保
険
証
機
能
を
持
た
せ
る
等
の
取
り
組

み
が
示
さ
れ
た
。
今
年
度
、
公
務
員
と
そ

の
家
族
に
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
よ
う
に
と

な
っ
て
お
り
、
市
民
へ
も
順
次
カ
ー
ド
を
取

得
す
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

◎
ま
ち
づ
く
り
課

　
　

寺
町
サ
ミ
ッ
ト
は
内
容
が
い
つ
も
同

じ
で
あ
る
。
再
来
年
飯
山
市
で
開
催
と
な

れ
ば
工
夫
が
必
要
。

　
　

今
年
度
は
小
松
市
で
担
当
者
会
議
が

あ
っ
た
が
、
開
催
、
内
容
も
含
め
て
検
討

を
し
て
い
る
。

問 問問 答 答答答 問 答



（
右
）
妹
の
さ
く
ら
ち
ゃ
ん このコーナーに出てみませんか？

「わが家の人気者」に登場していただける２～ 4 歳ぐらいのお子さんを募
集しています。出演していただいた方には写真をプレゼント。市役所 事
業戦略室 情報政策係までご連絡を！（☎ 62-3111 内線 387）

「広報飯山あなたも広報専属カメラマンインスタグラム」の企画が始まりました。たくさんの写真の投稿ありがとうございました。飯山
にこんないい風景があったんだとつくづく感じるとともに、広報としてこのような風景を残していきたいと思いました。ふとした瞬間、
レアな写真、風景の写真がありましたら、ぜひインスタグラムに投稿をお願いします。次の発表は１月号です。久保田

　丈くんの家には、プラレールがあって新幹線がずらりと並んでいま
す。先月は、「飯山駅まつり」「SLぐんまみなかみ」、今月に入り「JR
長野 鉄道フェスタ」に行くほど丈くんは鉄道が大好き。特に「SLぐ
んまみなかみ」に行った時のことを聞くと、「ポーって音がしたの」と
実際の汽笛を大きな声で再現してくれました。丈くんのお気に入りは、
山形新幹線のつばさです。大好きな鉄道の図鑑を持ってきて「つばさ
はやまびこと連結して東京まで行くの」と楽しそうに説明しました。
　「のびのびと育ってほしい」というのがご両親の願いです。

（光さんとかおりさんの長男）

編 集 後 記

【柳原地区 ３歳６カ月】上 野 丈
じょう

く ん

わが家の 人気者

＃広報飯山で集まった写真の一部をご紹介します。

chigen_1088　鏡田

h.takikawa　飯山奈良澤神社祭礼 pipipipicklesfukukita_room　
満開のひまわりとバックに千曲川、斑尾山

でつながって市報に写真を載せませんか？

あなたのご自慢の写真に「＃広報飯山」のタグを付
けてインスタグラムにアップしてください。３・６・
９・12月の25日までに投稿された写真から数点ほ
ど選んで掲載させていただきます。応募の際はホー
ムページ記載の応募方法や応募の注意事項をお守
りください。

イ ン ス タ グ ラ ム

QR コードで
ホームページ
をチェック！

あなたも広報専属カメラマン！広報広報広報飯山

snow___yama なべくら高原


